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若齢の岐阜県種雄牛凍結精液における 

精子先体正常率と月齢の関係性に関する調査 

 

 

小澤昌起・村瀬哲磨 1）・清水雅範 

 

1）岐阜大学 応用生物科学部共同獣医学科 〒501-1193 岐阜県岐阜市柳戸１－１ 

 

 岐阜県畜産研究所が飼養する若齢（おおむね１～２歳齢）の黒毛和種種雄牛から生産された凍結精液について、ＰＮＡ

染色による精子先体正常率の確認を行い、精子先体正常率と月齢の関係性に関する調査を行った。その結果、月齢が高く

なるにつれて精子先体正常率が上昇する傾向が見られたが、精子先体正常率が安定する月齢やロットごとのばらつきに

ついては個体差が大きかった。以上から、若齢の種雄牛の凍結精液を用いた人工授精において安定した受胎率を得るた

めには精子先体正常率の確認が有効である。 

キーワード(黒毛和種種雄牛、凍結精液、受胎率、精子先体正常率、ＰＮＡ染色)    

 

緒  言 
近年、牛の人工授精による受胎率は欧米先進国を中

心に年々低下しており、これは日本国内においても同

様である。当研究所は飛騨牛改良事業において、飛騨牛

の血統を維持するため直接検定及び後代検定を実施し、

種雄牛を造成しているが、先行交配を実施した結果、受

胎率が低いことが判明する事例が散見される。 

過去の研究報告１）では、凍結精液の精子先体正常率

を確認することで人工授精実施時の受胎率を予測でき

る可能性を示した。一方、この研究の過程において、若

齢種雄牛では凍結精液のロットごとの精子先体正常率

のばらつきが大きいことが判明した。 

そこで、岐阜県有種雄牛の若齢時の凍結精液を用い

て、凍結融解後の精子先体正常率と精液採取時の日齢

の関連性について調査を実施したためその結果を報告

する。 

 

材料および方法 

１．凍結精液 

 令和 5年度から令和 7年度の 3年間で岐阜県におい

て実施された先行交配の対象として選定されたまたは

管理委託契約に基づき預託された若齢種雄牛 12頭（種

雄牛 A～L）から生産された凍結精液 154検体を用い

た。 

 

２．精子先体の染色及び観察 

 凍結精液を融解し、パラホルムアルデヒド固定後 PNA

（Lectin PNA from Arachis hypogaea , Alexa Flour 

TM 488）染色液を用いて精子先体の染色を行い、顕微

鏡により 1000倍視野下で青色蛍光により緑色発光する

精子先体の形状を観察した。 

 

結  果  

 12頭の若齢種雄牛について、全体およびそれぞれの

精子先体正常率と日齢に関する分布図を図 1から 3に

示した。 

 本研究で用いた 12頭の若齢種雄牛の凍結精液におけ

る精子先体正常率と月齢について回帰分析を行った結 
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図１．種雄牛Ａ～Ｆの精子先体正常率と日齢（縦軸：精子先体正常率(%)、横軸：日齢）
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図２.種雄牛Ｇ～Ｌの精子先体正常率と日齢（縦軸：精子先体正常率(%)、横軸：日齢）
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  図 3.種雄牛Ａ～Ｌの精子先体正常率と日齢（縦軸：精子先体正常率(%)、横軸：日齢）

果、全体の相関係数は 0.00035、Ｐ値は 0.82 であっ

た。また、12頭を個別に回帰分析を行った結果、相関

係数は 0.032～0.66、Ｐ値は 0.00023～0.54 であった。

考 察

今回調査を行った若齢種雄牛 12 頭について、合計

154 検体の凍結精液全ての精子先体正常率と日齢との関

係性（図 3）については、相関係数 0.00035 であり相関

性はなく、種雄牛の日齢から精子先体正常率ひいては

人工授精時の受胎率を予測することは不可能であると

言える。

12 頭の調査結果（図 1および 2）を個別に確認する

と、12 頭中 10頭で日齢が進むにつれて精子先体正常率

が上昇する傾向が見られた。

一方、日齢が進むにつれて精子先体正常率が低下す

る結果となった 2頭については、いずれも 12 頭の中で

最も検体数が少なく、かつ精液の採取開始日齢が遅い 2

頭であり、より早期から精液の採取が行えていれば他

10 頭の種雄牛と同様の傾向を見ることができたのでは

ないかと考える。

しかしながら、今回調査を実施した 12 頭の種雄牛の

間でも近似曲線の傾き及び回帰分析を行った際の相関

係数、危険率は大きく異なっており、特に若齢時にお

ける凍結精液は個体及びロットごとに大きく性状が異

なる可能性が高いと言える。

以上のことから、若齢種雄牛の凍結精液を用いて人

工授精による安定した受胎率を得るためには精子先体

正常率の確認を行うことが有効である。
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最も検体数が少なく、かつ精液の採取開始日齢が遅い 2

頭であり、より早期から精液の採取が行えていれば他

10 頭の種雄牛と同様の傾向を見ることができたのでは

ないかと考える。

しかしながら、今回調査を実施した 12 頭の種雄牛の

間でも近似曲線の傾き及び回帰分析を行った際の相関

係数、危険率は大きく異なっており、特に若齢時にお

ける凍結精液は個体及びロットごとに大きく性状が異

なる可能性が高いと言える。

以上のことから、若齢種雄牛の凍結精液を用いて人

工授精による安定した受胎率を得るためには精子先体

正常率の確認を行うことが有効である。
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  図 3.種雄牛Ａ～Ｌの精子先体正常率と日齢（縦軸：精子先体正常率(%)、横軸：日齢）
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卵丘細胞破砕ろ液添加が豚低品質卵子の体外成熟 

および体外受精後の発生能に及ぼす影響 
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結受精卵を確保することは困難である｡以上のことから

保存した凍結受精卵を非外科的に移植し安定的に産子

を得るためには､1頭の雌豚から大量の凍結受精卵を確

保することが課題となっている｡ 

本課題を解決する方法の一つとして体外受精卵の作

出効率の向上が挙げられる｡体外受精卵の作出に用いら

れる卵子には､卵丘細胞が 3層以上付着した卵子(以下､

高品質卵子)と 2層以下付着した卵子(以下､低品質卵

子)がある｡高品質卵子に比べて低品質卵子が受精卵ま

で発育する割合(以下､発生能)が低いため､体外受精卵

の作成に供されない｡低品質卵子の低い発生能は､体外

成熟培養後に核成熟する卵子の割合(以下､成熟率)が低

いことや卵子の細胞質成熟が不十分であることに起因

し､卵丘細胞と共培養することで成熟率や細胞質成熟状

況が改善されることが報告されている 2）｡そこで本研究

では､低品質卵子から非外科的な移植が可能な凍結受精

卵の作出を目的とし､上述の報告から､成熟率および細

胞質成熟の向上には卵丘細胞に含まれる成分が関与し

ていると考え､共培養より調整が簡便で利用しやすい卵

丘細胞破砕ろ液を体外成熟培地に添加し､低品質卵の成

熟率および発生能に及ぼす影響について調査した｡ 

 

材料及び方法 

食肉センターでと畜された三元交雑種から卵巣 492

個を採材し､50ml遠沈管中の 100μg/ml 硫酸カナマイシ

ンを添加した 0.85％塩化ナトリウム水溶液へ浸漬し

た。50ml遠沈管は魔法瓶中の 34～37℃の温湯で保温

し、採材後 2時間以内に実験室に持ち帰った｡実験室に

持ち帰った卵巣は 35～38℃の生理食塩水で 3回洗浄し､

ウォーターバスの温湯内で 38.5℃に保温した｡卵巣表面

にある直径 2mmから直径 7mmの卵胞から未成熟卵子を

吸引採取し､実体顕微鏡下で卵丘細胞の付着割合を観察

し透明帯が露出している箇所がなく､卵丘細胞が 2層以

下付着したものを低品質卵子とし実験に供試した｡実験

に供試した卵丘細胞破砕ろ液の調整については､0.1%ヒ

アルロニダーゼを用いて高品質卵子から卵丘細胞を剥

離し､5%CO2インキュベーターでコンフルエントになる

まで培養を行った｡培養後に Trypsin/EDTAで卵丘細胞

を剥離し､血球計算盤で卵丘細胞の細胞数をカウントし

た｡その後､液体窒素気化部で凍結および融解を 3回以

上実施し､遠心分離後の上澄み液を卵丘破砕ろ液とし

た｡濃度調整は PBS(-)を用いて行った｡体外成熟培地に

卵丘細胞破砕ろ液を種々濃度(100,200,400,もしくは

800万 cells/ml)で 10%添加したものを試験区(試験区

1:100万 cells/ml区､試験区 2:200万 cells/ml区､試験

区 3:400万 cells/ml区､試験区 4:800万 cells/ml区)

とし､PBS(-)を 10%添加したものを対照区とした。各区

30個ずつ培地へ移し､5%CO2､38.5℃､飽和湿度条件下の

インキュベーター内で 42時間体外成熟培養を行った｡

その後､100万個/mlに濃度調整した精液で 6時間媒精

した｡媒精終了後に卵丘細胞を完全に裸化し､体外発生

培地へ移動させ､5%CO2､5%O2､90%N2､38.5℃､飽和湿度条

件下のインキュベーターで 7日間体外発生培養を行っ

た｡成熟率の調査は､体外成熟培養後に 0.1%ヒアルロニ

ダーゼにより､卵子に付着した卵丘細胞を除去し､固定

液(エタノール:酢酸=3:1)中に 48時間以上浸漬した｡そ

の後､酢酸オルセインで染色し､正立顕微鏡下で核相を

観察した｡なお､第二減数分裂中期の核相の卵子を成熟

卵とした｡ 

成熟率は､下記の計算式により算出した｡ 

式 B/A ×100 

Aは体外成熟培養に供した卵子数を､Bは第二減数分裂

中期の核相を示した卵子数を示す｡ 

卵割率の調査は媒精 2日後に倒立顕微鏡下で卵割状

況を観察し､下記の計算式により算出した｡ 

式 B/A ×100 

Aは体外発生培養に供した卵数を､Bは正常な卵割した

卵数を示す｡ 

胚盤胞形成率の調査は媒精後 7日後に倒立顕微鏡下

で胚盤胞の形成状況を観察し､下記の計算式により算出

した｡ 

式 B/A ×100 

Aは体外発生培養に供した卵数を､Bは胚盤胞期胚まで

発育した卵数を示す｡ 
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し透明帯が露出している箇所がなく､卵丘細胞が 2層以

下付着したものを低品質卵子とし実験に供試した｡実験

に供試した卵丘細胞破砕ろ液の調整については､0.1%ヒ

アルロニダーゼを用いて高品質卵子から卵丘細胞を剥

離し､5%CO2インキュベーターでコンフルエントになる

まで培養を行った｡培養後に Trypsin/EDTAで卵丘細胞

を剥離し､血球計算盤で卵丘細胞の細胞数をカウントし

た｡その後､液体窒素気化部で凍結および融解を 3回以
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30個ずつ培地へ移し､5%CO2､38.5℃､飽和湿度条件下の
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の後､酢酸オルセインで染色し､正立顕微鏡下で核相を

観察した｡なお､第二減数分裂中期の核相の卵子を成熟

卵とした｡ 

成熟率は､下記の計算式により算出した｡ 

式 B/A ×100 

Aは体外成熟培養に供した卵子数を､Bは第二減数分裂

中期の核相を示した卵子数を示す｡ 

卵割率の調査は媒精 2日後に倒立顕微鏡下で卵割状

況を観察し､下記の計算式により算出した｡ 

式 B/A ×100 

Aは体外発生培養に供した卵数を､Bは正常な卵割した

卵数を示す｡ 

胚盤胞形成率の調査は媒精後 7日後に倒立顕微鏡下

で胚盤胞の形成状況を観察し､下記の計算式により算出

した｡ 

式 B/A ×100 

Aは体外発生培養に供した卵数を､Bは胚盤胞期胚まで

発育した卵数を示す｡ 

成熟率、卵割率ならびに胚盤胞形成率のデータにつ

いてはアークサイン変換後､一元配置の分散分析および

Tukey-Kramer 法による多重比較検定により統計処理を

実施した｡
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もの

図 1.低品質卵子     

結   果

成熟率は､対照区に比べて試験区 1で 13.5 ポイント､

試験区 2で 19.2 ポイント､試験区 3で 16.5 ポイント有

意に増加した｡また､試験区 4で 3.1 ポイント低下し

た(表 1)。卵割率は､対照区に比べて試験区 3で 20.7 ポ

イント有意に増加した｡また､対照区に比べて試験区 2

および試験区 3で有意な差は見られなかった(表 2)。

胚盤胞形成率は､対照区および試験区で有意な差は認

められなかった｡また､胚盤胞期胚が 1個も得られない

区も存在した(表 3)。

表 1. 区ごとの成熟率

異符号間に 1%水準で有意差あり

( )内右側に観察した卵子の個数､左側に第二減数分裂中期の核相を示した卵子の個数を示す

表 2. 区ごとの卵割率

異符号間に 5%水準で有意差あり

( )内右側に観察した卵の個数､左側に正常な卵割を示した卵の個数を示す

表 3. 区ごとの胚盤胞形成率

( )内右側に観察した卵の個数､左側に胚盤胞期まで発育した卵の個数を示す

対照区
PBS区

試験区1
100万cells/ml区

試験区2
200万cells/ml区

試験区3
400万cells/ml区

試験区4
800万cells/ml区

成熟率 41.2% (48/129)A 54.7% (64/123)B 60.4% (71/125)B 57.7% (60/110)B 38.1% (48/129)A

対照区
PBS区

試験区1
100万cells/ml区

試験区2
200万cells/ml区

試験区3
400万cells/ml区

試験区4
800万cells/ml区

卵割率 27.9%(30/109)a 27.9%(30/109)a 31.1%(33/108)ab 48.6%(50/107)b 27.9%(30/109)a

対照区
PBS区

試験区1
100万cells/ml区

試験区2
200万cells/ml区

試験区3
400万cells/ml区

試験区4
800万cells/ml区

胚盤胞形成率 2.7%(3/109) 1.8%(2/109) 0%(0/108) 1.8%(2/107) 1.8%(2/109)
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考   察 

卵丘細胞が付着していない卵子(以下､裸化卵子)は､

高品質卵子に比べて減数分裂再開までの時間が早く､成

熟率が低いことが報告されている 3)｡また､卵丘細胞は

減数分裂の停止および再開に関与する cyclic 

guanosine3′,5′-monophosphate(以下､cGMP)や cyclic 

adenosine3′,5′-monophosphate(以下､cAMP)を卵丘細

胞内で産生し､ギャップジャンクションを介して卵子へ

供給することが報告されている 4)｡本研究では､卵丘細

胞破砕ろ液を添加することで 100万 cells/ml区､200万

cells/ml区､400万 cells/ml区で成熟率に改善が見ら

れたことから､卵丘細胞破砕ろ液中には減数分裂の停止

および再開に関与する因子が含まれていることが示唆

された｡減数分裂の再開は､ギャップジャンクションが

閉鎖することにより卵子へ供給される cGMP濃度が低下

し､cAMPの分解酵素である phosphodiesterase 3A(以

下､PDE3)の抑制が解除されることに起因することが報

告されている 4)｡また､PDE3の阻害剤を体外成熟培地へ

添加し体外成熟培養することで減数分裂が停止するこ

とが報告されている 4)｡このことから､800万 cells/ml

の添加濃度では､高濃度の cGMPの影響で PED3の抑制が

解除されず減数分裂が停止した可能性が考えられるが､

この仮説であれば､卵丘細胞破砕ろ液の濃度増加にとも

ない成熟率の低下が観察されると推察される｡今後は適

正な卵丘細胞破砕ろ液の添加濃度を決定するためにも

添加する卵丘細胞破砕ろ液中の cGMP､cAMPおよび PDE3

活性を測定し検討する必要がある｡ 

卵割率は､成熟率の改善が見られた 100万 cells/ml

区､200万 cells/ml区､400万 cells/ml区のうち 400万

cells/mlのみ対照区に比べ有意に増加した｡また､100

万 cells/ml､200万 cells/ml区は対照区区と同程度の

卵割率を示した｡卵子が胚盤胞まで発育するためには核

成熟に加えて細胞質成熟も必要であることが報告され

ている 4)｡このことから､100万 cells/ml区､200万

cells/mlで卵割率が改善されなかった要因として細胞

質成熟が不十分であったことが示唆された｡卵丘細胞は

ピルビン酸や乳酸などのグルコース代謝物を産生し､卵

子へ供給する役割が報告されている 5)｡また､卵子の細

胞質成熟に利用される adenosine triphosphate(以下､

ATP)は卵丘細胞からギャップジャンクションを介して

供給されるグルコース代謝物を利用して生産されてい

ることが報告されている 6)｡これらのことから､卵丘細

胞破砕ろ液中にもグルコース代謝物が含まれており､細

胞質成熟に利用される ATP産生を補助することで卵割

率の向上に寄与したことが示唆された｡また､乳酸を体

外成熟培地に添加して成熟培養を実施した試験では、

1mM添加で胚盤胞形成率が約 1割､2mM添加で胚盤胞形

成率が約 4割と報告されている 5)｡さらに､乳酸 10mMで

胚盤胞形成率が約 1割と報告されている 7)｡このことか

ら､100万 cells/ml区､200万 cells/ml区では卵丘細胞

破砕ろ液に含まれるグルコース代謝物の添加濃度が不

十分であり､400万 cells/ml区では卵丘細胞破砕ろ液に

含まれるグルコース代謝物の量が適当であったため卵

割率が有意に向上した可能性が考えられた｡また､800万

cells/ml区では卵丘細胞破砕ろ液に含まれるグルコー

ス代謝物の濃度が過剰にであったため卵割率が 100万

cells/ml区､200万 cells/ml区と同程度であった可能

性が考えられた｡この仮説であれば､卵丘細胞破砕濾液

に乳酸などのグルコース代謝物が種々濃度含まれてお

り､400万 cells/ml区では 2mM程度の濃度範囲の乳酸が

検出されると推察される｡また､400万 cells/ml区とそ

れ以外の試験区において卵子中に含まれる ATP量や細

胞質成熟の状況が異なることが推察される｡今後は適正

な卵丘細胞破砕ろ液の添加濃度を決定するためにも添

加する卵丘細胞破砕ろ液中のグルコース代謝物の濃度

を測定するとともに､卵子中に含まれる ATP量や細胞質

成熟の指標として報告されているグルタチオン濃度を

測定し検討する必要がある｡ 

正常に卵割した体外受精卵の約 3割が胚盤胞まで発

育することが報告されている 8)｡一方で､本試験で卵割

率が約 50%を示した 400万 cells/ml区の発生率は 1.8%

であった｡このことから､卵割率を調査した体外受精 2

日後以降において何らかの要因で胚盤胞の発育が停止

した可能性が示唆された｡豚の裸化卵子は卵丘細胞が 3
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卵丘細胞が付着していない卵子(以下､裸化卵子)は､

高品質卵子に比べて減数分裂再開までの時間が早く､成

熟率が低いことが報告されている 3)｡また､卵丘細胞は

減数分裂の停止および再開に関与する cyclic 

guanosine3′,5′-monophosphate(以下､cGMP)や cyclic 

adenosine3′,5′-monophosphate(以下､cAMP)を卵丘細

胞内で産生し､ギャップジャンクションを介して卵子へ

供給することが報告されている 4)｡本研究では､卵丘細

胞破砕ろ液を添加することで 100万 cells/ml区､200万

cells/ml区､400万 cells/ml区で成熟率に改善が見ら

れたことから､卵丘細胞破砕ろ液中には減数分裂の停止

および再開に関与する因子が含まれていることが示唆

された｡減数分裂の再開は､ギャップジャンクションが

閉鎖することにより卵子へ供給される cGMP濃度が低下

し､cAMPの分解酵素である phosphodiesterase 3A(以

下､PDE3)の抑制が解除されることに起因することが報

告されている 4)｡また､PDE3の阻害剤を体外成熟培地へ

添加し体外成熟培養することで減数分裂が停止するこ

とが報告されている 4)｡このことから､800万 cells/ml

の添加濃度では､高濃度の cGMPの影響で PED3の抑制が

解除されず減数分裂が停止した可能性が考えられるが､

この仮説であれば､卵丘細胞破砕ろ液の濃度増加にとも

ない成熟率の低下が観察されると推察される｡今後は適

正な卵丘細胞破砕ろ液の添加濃度を決定するためにも

添加する卵丘細胞破砕ろ液中の cGMP､cAMPおよび PDE3

活性を測定し検討する必要がある｡ 

卵割率は､成熟率の改善が見られた 100万 cells/ml

区､200万 cells/ml区､400万 cells/ml区のうち 400万

cells/mlのみ対照区に比べ有意に増加した｡また､100

万 cells/ml､200万 cells/ml区は対照区区と同程度の

卵割率を示した｡卵子が胚盤胞まで発育するためには核

成熟に加えて細胞質成熟も必要であることが報告され

ている 4)｡このことから､100万 cells/ml区､200万

cells/mlで卵割率が改善されなかった要因として細胞

質成熟が不十分であったことが示唆された｡卵丘細胞は

ピルビン酸や乳酸などのグルコース代謝物を産生し､卵

子へ供給する役割が報告されている 5)｡また､卵子の細

胞質成熟に利用される adenosine triphosphate(以下､

ATP)は卵丘細胞からギャップジャンクションを介して

供給されるグルコース代謝物を利用して生産されてい

ることが報告されている 6)｡これらのことから､卵丘細

胞破砕ろ液中にもグルコース代謝物が含まれており､細

胞質成熟に利用される ATP産生を補助することで卵割

率の向上に寄与したことが示唆された｡また､乳酸を体

外成熟培地に添加して成熟培養を実施した試験では、

1mM添加で胚盤胞形成率が約 1割､2mM添加で胚盤胞形

成率が約 4割と報告されている 5)｡さらに､乳酸 10mMで

胚盤胞形成率が約 1割と報告されている 7)｡このことか

ら､100万 cells/ml区､200万 cells/ml区では卵丘細胞

破砕ろ液に含まれるグルコース代謝物の添加濃度が不

十分であり､400万 cells/ml区では卵丘細胞破砕ろ液に

含まれるグルコース代謝物の量が適当であったため卵

割率が有意に向上した可能性が考えられた｡また､800万

cells/ml区では卵丘細胞破砕ろ液に含まれるグルコー

ス代謝物の濃度が過剰にであったため卵割率が 100万

cells/ml区､200万 cells/ml区と同程度であった可能

性が考えられた｡この仮説であれば､卵丘細胞破砕濾液

に乳酸などのグルコース代謝物が種々濃度含まれてお

り､400万 cells/ml区では 2mM程度の濃度範囲の乳酸が

検出されると推察される｡また､400万 cells/ml区とそ

れ以外の試験区において卵子中に含まれる ATP量や細

胞質成熟の状況が異なることが推察される｡今後は適正

な卵丘細胞破砕ろ液の添加濃度を決定するためにも添

加する卵丘細胞破砕ろ液中のグルコース代謝物の濃度

を測定するとともに､卵子中に含まれる ATP量や細胞質

成熟の指標として報告されているグルタチオン濃度を

測定し検討する必要がある｡ 

正常に卵割した体外受精卵の約 3割が胚盤胞まで発

育することが報告されている 8)｡一方で､本試験で卵割

率が約 50%を示した 400万 cells/ml区の発生率は 1.8%

であった｡このことから､卵割率を調査した体外受精 2

日後以降において何らかの要因で胚盤胞の発育が停止

した可能性が示唆された｡豚の裸化卵子は卵丘細胞が 3

層以上付着した卵子に比べて､体外成熟培養後に卵丘細

胞が膨化する面積が少ないことが報告されている 9)｡ま

た､膨化はヒアルロン酸の合成と蓄積によって起こるこ

とが報告されている｡10)さらに､体外受精時の裸化卵子

へのヒアルロン酸添加により､1個の精子が卵子へ侵入

する割合(以下､単精子侵入率)が増加することが報告さ

れている｡このことから､本試験で供試した低品質卵子

は体外受精時において卵丘細胞の膨化によるヒアルロ

ン酸の合成と蓄積が不十分であり､単精子侵入率が減少

した可能性が示唆された。単精子侵入率が減少した場

合､2個以上の精子が卵子へ侵入し受精する(以下､多精

子受精)割合が多くなることが推察され､多精子受精が

起こった豚の卵子は体外受精 2日目以降の 4から 8細

胞期の状態で発育を停止することが報告されている 11)｡

この仮説であれば､本試験で胚盤胞形成率が著しく低値

を示した要因として多精子受精が起きた可能性が推察

される｡今後は低品質卵子の膨化面積やヒアルロン酸含

有量の測定､体外受精時の精子侵入率を測定し､細胞質

成熟や多精子受精の影響について検討する必要がある｡

以上のことを踏まえ､今回得られた成熟率､卵割率およ

び胚盤胞形成率に影響を及ぼした要因を明らかにする｡

また､胚盤胞形成率の低下を招いた要因については改善

を図る｡それにより､従来は使用されていない低品質卵

子から胚盤胞を作出し､1頭の雌豚から大量の凍結受精

卵を確保することで､有事の際に迅速な種豚群の再造成

に貢献していく｡ 
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     飼　料　名 配合割合（重量比（％））

とうもろこし 5.7
とうもろこし圧扁 30.0
ふすま 28.0
脱脂米ぬか 3.7
大豆粕 9.6
アルファルファミール 5.0
コーンＧＦ 15.0
糖　 蜜 1.0
食   塩 0.5
ミネラル 0.03
カルシウム剤 1.38
ビタミンＡＤＥ剤 0.09
Ｃ   Ｐ(％ＦＭ) 15.5
ＴＤＮ(％ＦＭ) 70.0

 

令和６年度 和牛種雄牛産肉能力検定直接検定成績 
 

 

澤野貴之・小澤昌起・浅井英樹・清水雅範 

 

 

 飛騨牛の特徴形質に優れる高品質牛肉生産と優良繁殖用後継牛生産のための種雄牛造成を目的として、令和 6 年度に

種雄牛候補 10頭の和牛種雄牛産肉能力検定直接検定法（直接検定法）を実施した。飛騨牛改良推進事業専門委員会にお

いて検定成績及び肉質の遺伝的能力等を考慮し、候補牛から No.5 の「月桂樹」、No.6 の「花福 704 の 2」（「花鶴美」

に改名）及び No.10の「福平 684の 5」（「福花清」に改名）が現場後代検定の候補種雄牛として選抜された。また、No.1

の「光利清」（「若光清」に改名）及び No.8の「清俊平」（「清俊龍」に改名）がそれぞれ飛騨市、高山市へ管理委託

された。 

キーワード（飛騨牛、種雄牛、産肉能力検定、直接検定）                

 

 

緒  言 
 和牛種雄牛産肉能力検定は、県内の基礎雌牛に指定交

配を実施し、生産された雄産子から高品質牛肉生産と優

良繁殖用後継牛の生産が期待できる種雄牛を選抜する

ことを目的とする。本年度は「飛騨牛の特徴形質に優れ

る種雄牛の造成」という造成方針のもとに指定交配種雄

牛を選定し、産子調査で選抜された 10 頭の直接検定を

実施した。 

 

材料及び方法 
（公社）全国和牛登録協会の和牛種雄牛産肉能力検定

直接法（直接検定法）１）に基づき検定を実施した。 

１．検定牛 

 検定牛は、造成方針のもとに選抜された基礎雌牛に指

定交配を実施し得られた雄産子から、産子調査により 10

頭を選抜した。 

２．検定期間 

 検定は、第Ⅰ期から第Ⅵ期に分けて岐阜県畜産研究所

飛騨牛研究部直接検定牛舎にて実施した。予備飼育期間

を導入後に 20 日間設け、検定場所及び検定飼料などの

検定環境に馴致させ、その後112日間で検定を実施した。 

３．給与飼料 

 給与飼料について、濃厚飼料を表１－１に、粗飼料を

表１－２に示した。濃厚飼料の養分量は、重量比 CP 

15.5％、TDN 70.0％とし、給与量は体重の 1.3％を目途に

朝夕２回給与した。また、粗飼料はチモシー乾草を自由

摂取させた。 

 

表表１１－－１１  給給与与飼飼料料（（濃濃厚厚飼飼料料）） 
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No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均
名号 光利清 伊豆花 光福 八本原１０ 月桂樹 花福704の2 桐丸桜 清俊平 羽根真理5673 福平684の5

検定牛 生年月日 R05.09.14 R05.11.03 R05.11.23 R05.12.22 R06.01.06 R06.02.22 R06.03.24 R06.04.03 R06.06.06 R06.08.08
登記記号番号 2023子飛黒2160 2023子飛黒2564 2024子飛黒53 2024子受卵飛黒54 2024子郡黒3 2024子飛黒689 2024子飛黒708 2024子飛黒1139 2024子受卵飛黒196 2024子飛黒1642

父 花清光 花福桜 花清光 孝隆平 花福桜 花福桜 花福桜 花清570の8 花清光 福平国
２代祖 花清国 花清国 勝平正 花清国 広景福 孝隆平 白清85の3 安俊晴 福平国 花福桜
３代祖 利優福 羅威傅王 福之国 羅威傳王 羅威傅王 光平福 羅威傅王 福平国 白清85の3 花清国

血統 ４代祖 白清85の3 糸福 福桜（宮崎） 飛騨白清 安福 白清85の3 平茂勝 白清85の3 光平福 利優福
５代祖 平茂勝 竜雲 安平 紋次郎 平茂勝 飛騨白清 安福 平茂勝 糸福 糸福
母 にいな いずひめ９ たかみな だいこくの２ まめひろ たか586の13 きりこ しげとし くまみつのまり７ はなふ658の1

登録番号 黒原1678249 黒高225931 黒高227406 黒原1562475 黒原1722725 黒原1859484 黒原1678248 黒原1875032 黒2594212 黒2663332
257 256 236 242 227 250 219 209 229 201 232.6

生時 30.0 30.0 25.0 36.5 30.0 31.0 30.4
開始時 247 291 225 233 254 270 264 243 261 215 250.3

体重（㎏） 終了時 389 397 351 342 373 379 357 370 394 338 369.0
180日補正体重 182.0 213.5 179.0 179.7 207.8 218.6 222.3 220.6 211.8 197.8 203.3
365日　〃 383.9 394.2 370.2 352.7 400.6 381.9 385.2 419.7 422.8 395.2 390.6

前半 1.38 1.00 1.29 1.07 1.18 0.89 0.91 1.04 1.05 1.00 1.08
ＤＧ(㎏/日) 後半 1.16 0.89 0.96 0.88 0.95 1.05 0.75 1.23 1.32 1.20 1.04

全期 1.27 0.95 1.13 0.97 1.06 0.97 0.83 1.13 1.19 1.10 1.06
開始時 112.6 114.0 111.0 110.4 113.4 113.0 113.0 110.6 110.0 109.6 111.8
終了時 126.8 121.2 123.0 121.0 124.0 124.6 122.0 121.2 124.0 120.8 122.9
濃厚飼料 362 346 339 339 389 344 374 387 385 345 361.0
粗飼料 552 520 558 497 590 514 450 391 471 456 499.9

粗飼料率(％) 60 60 62 59 60 60 55 50 55 57 57.8
濃厚飼料 -43 -70 -23 -27 14 -56 -18 -38 -45 -30 -33.6
粗飼料 24 2 72 32 108 12 -4 -94 -45 -11 9.6
ＣＰ -3 -13 -3 -9 -2 -18 -12 -16 -17 -14 -10.7
ＴＤＮ -45 -69 -17 -32 9 -50 -31 -73 -43 -20 -37.1

82.7 82.2 81.6 81.5 83.3 82.2 82.7 83.2 82.6 82.7 82.5
皮膚のゆとり 体伸、尻 資質、中躯幅 皮膚のゆとり 発育、尻 後躯、骨味 資質、体伸 資質、尻 皮膚のゆとり 皮膚のゆとり
肢勢、体上線 肢勢 体上線 骨緊り 皮膚のゆとり 皮膚のゆとり 中躯幅 体上線 後躯幅、腿 肢蹄
前躯幅、尻幅 発育、肩端 体伸、肩端 後躯、肩端 前躯幅 肩付、肩端 肩付、肩端 体深、肩端 肩付、肩端 肩付、肩端
やや肩付 やや下けん 外腿 やや体上線 やや肢勢 頭頸 やや肢勢 やや下けん 均称 肩後

組 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
検定期間 開始 R06.05.28 R06.07.16 R06.07.16 R06.08.20 R06.08.20 R06.10.29 R06.10.29 R06.10.29 R07.01.21 R07.02.25
(112日) 終了 R06.09.17 R06.11.05 R06.11.05 R06.12.10 R06.12.10 R07.02.18 R07.02.18 R07.02.18 R07.05.13 R07.06.17

産地 高山市丹生川町 高山市国府町 高山市朝日町 高山市丹生川町 郡上市高鷲町 高山市清見町 高山市上宝町 高山市久々野町 下呂市萩原町 高山市清見町
系統牛 みさえ系 みさこ系

　〃　欠点

　〃　美点

開始時日齢(日)

体高（㎝）

摂取量（㎏）

余剰飼料摂取量

終了時点数評価

表表１１－－２２  給給与与飼飼料料（（粗粗飼飼料料））  

組      飼料名    CP（％FM)※ TDN（％FM)※     

第Ⅰ期   チモシー      7.0       45.8 

第Ⅱ期  チモシー        7.0          45.8 

第Ⅲ期  チモシー    4.7～7.0     44.6～45.8 

第Ⅳ期  チモシー    4.6～4.7     44.6～51.0 

第Ⅴ期  チモシー        4.6          51.0 

第Ⅵ期  チモシー        4.6          51.0 

※粗飼料購入毎に公定法に基づく成分分析を実施 

 

４．一般管理 

 検定牛は、パドック（10㎡）を併設した単房（2.7m×

3.6m）で飼養し、敷料はオガコを使用し、鉱塩の摂取及

び飲水は自由に行わせた。 

 

５．調査項目 

 （公社）全国和牛登録協会の定める和牛種雄牛産肉能

力検定直接法（直接検定法）に基づき、以下のように調

査した。 

（１）体 重：2週毎に午後 1時に測定 

（２）各部位：検定開始時および 4週毎に測定 

（３）飼料摂取量：濃厚飼料と粗飼料に区分し毎日測定 

 なお 180、365 日齢補正体重は、下記の計算方法によ

り算出した１）。 

180日齢補正体重＝生時体重 + （ （検定開始時体重－

生時体重） / 検定開始時日齢）× 100 + 母牛年齢補正 

365日齢補正体重＝終了時体重 － （終了時日齢 － 365

日）× 検定期間中 DG 

 DG: 1日平均増体量 

 

結  果 
 表２に各検定牛の成績を示した。また、表３に各検定

牛の体重の推移、表４に各検定牛の終了時の体型測定値

を示した。 

 

表表２２  令令和和６６年年度度  和和牛牛種種雄雄牛牛産産肉肉能能力力検検定定直直接接法法成成績績  
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No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均
名号 光利清 伊豆花 光福 八本原１０ 月桂樹 花福704の2 桐丸桜 清俊平 羽根真理5673 福平684の5

検定牛 生年月日 R05.09.14 R05.11.03 R05.11.23 R05.12.22 R06.01.06 R06.02.22 R06.03.24 R06.04.03 R06.06.06 R06.08.08
登記記号番号 2023子飛黒2160 2023子飛黒2564 2024子飛黒53 2024子受卵飛黒54 2024子郡黒3 2024子飛黒689 2024子飛黒708 2024子飛黒1139 2024子受卵飛黒196 2024子飛黒1642

父 花清光 花福桜 花清光 孝隆平 花福桜 花福桜 花福桜 花清570の8 花清光 福平国
２代祖 花清国 花清国 勝平正 花清国 広景福 孝隆平 白清85の3 安俊晴 福平国 花福桜
３代祖 利優福 羅威傅王 福之国 羅威傳王 羅威傅王 光平福 羅威傅王 福平国 白清85の3 花清国

血統 ４代祖 白清85の3 糸福 福桜（宮崎） 飛騨白清 安福 白清85の3 平茂勝 白清85の3 光平福 利優福
５代祖 平茂勝 竜雲 安平 紋次郎 平茂勝 飛騨白清 安福 平茂勝 糸福 糸福
母 にいな いずひめ９ たかみな だいこくの２ まめひろ たか586の13 きりこ しげとし くまみつのまり７ はなふ658の1

登録番号 黒原1678249 黒高225931 黒高227406 黒原1562475 黒原1722725 黒原1859484 黒原1678248 黒原1875032 黒2594212 黒2663332
257 256 236 242 227 250 219 209 229 201 232.6

生時 30.0 30.0 25.0 36.5 30.0 31.0 30.4
開始時 247 291 225 233 254 270 264 243 261 215 250.3

体重（㎏） 終了時 389 397 351 342 373 379 357 370 394 338 369.0
180日補正体重 182.0 213.5 179.0 179.7 207.8 218.6 222.3 220.6 211.8 197.8 203.3
365日　〃 383.9 394.2 370.2 352.7 400.6 381.9 385.2 419.7 422.8 395.2 390.6

前半 1.38 1.00 1.29 1.07 1.18 0.89 0.91 1.04 1.05 1.00 1.08
ＤＧ(㎏/日) 後半 1.16 0.89 0.96 0.88 0.95 1.05 0.75 1.23 1.32 1.20 1.04

全期 1.27 0.95 1.13 0.97 1.06 0.97 0.83 1.13 1.19 1.10 1.06
開始時 112.6 114.0 111.0 110.4 113.4 113.0 113.0 110.6 110.0 109.6 111.8
終了時 126.8 121.2 123.0 121.0 124.0 124.6 122.0 121.2 124.0 120.8 122.9
濃厚飼料 362 346 339 339 389 344 374 387 385 345 361.0
粗飼料 552 520 558 497 590 514 450 391 471 456 499.9

粗飼料率(％) 60 60 62 59 60 60 55 50 55 57 57.8
濃厚飼料 -43 -70 -23 -27 14 -56 -18 -38 -45 -30 -33.6
粗飼料 24 2 72 32 108 12 -4 -94 -45 -11 9.6
ＣＰ -3 -13 -3 -9 -2 -18 -12 -16 -17 -14 -10.7
ＴＤＮ -45 -69 -17 -32 9 -50 -31 -73 -43 -20 -37.1

82.7 82.2 81.6 81.5 83.3 82.2 82.7 83.2 82.6 82.7 82.5
皮膚のゆとり 体伸、尻 資質、中躯幅 皮膚のゆとり 発育、尻 後躯、骨味 資質、体伸 資質、尻 皮膚のゆとり 皮膚のゆとり
肢勢、体上線 肢勢 体上線 骨緊り 皮膚のゆとり 皮膚のゆとり 中躯幅 体上線 後躯幅、腿 肢蹄
前躯幅、尻幅 発育、肩端 体伸、肩端 後躯、肩端 前躯幅 肩付、肩端 肩付、肩端 体深、肩端 肩付、肩端 肩付、肩端
やや肩付 やや下けん 外腿 やや体上線 やや肢勢 頭頸 やや肢勢 やや下けん 均称 肩後

組 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
検定期間 開始 R06.05.28 R06.07.16 R06.07.16 R06.08.20 R06.08.20 R06.10.29 R06.10.29 R06.10.29 R07.01.21 R07.02.25
(112日) 終了 R06.09.17 R06.11.05 R06.11.05 R06.12.10 R06.12.10 R07.02.18 R07.02.18 R07.02.18 R07.05.13 R07.06.17

産地 高山市丹生川町 高山市国府町 高山市朝日町 高山市丹生川町 郡上市高鷲町 高山市清見町 高山市上宝町 高山市久々野町 下呂市萩原町 高山市清見町
系統牛 みさえ系 みさこ系

　〃　欠点

　〃　美点

開始時日齢(日)

体高（㎝）

摂取量（㎏）

余剰飼料摂取量

終了時点数評価

表表１１－－２２  給給与与飼飼料料（（粗粗飼飼料料））  

組      飼料名    CP（％FM)※ TDN（％FM)※     

第Ⅰ期   チモシー      7.0       45.8 

第Ⅱ期  チモシー        7.0          45.8 

第Ⅲ期  チモシー    4.7～7.0     44.6～45.8 

第Ⅳ期  チモシー    4.6～4.7     44.6～51.0 

第Ⅴ期  チモシー        4.6          51.0 

第Ⅵ期  チモシー        4.6          51.0 

※粗飼料購入毎に公定法に基づく成分分析を実施 

 

４．一般管理 

 検定牛は、パドック（10㎡）を併設した単房（2.7m×

3.6m）で飼養し、敷料はオガコを使用し、鉱塩の摂取及

び飲水は自由に行わせた。 

 

５．調査項目 

 （公社）全国和牛登録協会の定める和牛種雄牛産肉能

力検定直接法（直接検定法）に基づき、以下のように調

査した。 

（１）体 重：2週毎に午後 1時に測定 

（２）各部位：検定開始時および 4週毎に測定 

（３）飼料摂取量：濃厚飼料と粗飼料に区分し毎日測定 

 なお 180、365 日齢補正体重は、下記の計算方法によ

り算出した１）。 

180日齢補正体重＝生時体重 + （ （検定開始時体重－

生時体重） / 検定開始時日齢）× 100 + 母牛年齢補正 

365日齢補正体重＝終了時体重 － （終了時日齢 － 365

日）× 検定期間中 DG 

 DG: 1日平均増体量 

 

結  果 
 表２に各検定牛の成績を示した。また、表３に各検定

牛の体重の推移、表４に各検定牛の終了時の体型測定値

を示した。 

 

表表２２  令令和和６６年年度度  和和牛牛種種雄雄牛牛産産肉肉能能力力検検定定直直接接法法成成績績  

 

 

 

1号 2号 3号 4号 5号 6号 7号 8号 9号 10号

開始時 247 291 225 233 254 270 264 243 261 215

４週時 282 318 253 266 285 303 292 268 290 244

８週時 324 347 297 293 320 320 315 301 320 271

１２週時 359 368 322 325 357 347 341 329 355 311

終了時 389 397 351 342 373 379 357 370 394 338

（単位：kg）

1号 2号 3号 4号 5号 6号 7号 8号 9号 10号

体高 127 121 123 121 124 125 122 121 124 121

(σ値) 0.7 -0.9 0.1 -0.7 0.6 0.2 0.2 0.2 0.5 0.3

十字部高 125 122 123 120 124 124 125 122 127 121

体長 140 144 134 138 143 140 139 135 141 135

胸囲 166 169 167 162 166 166 164 164 168 159

胸深 61 62 61 59 62 60 60 58 61 57

胸幅 40 42 40 40 39 40 40 40 43 38

尻長 47 49 46 47 48 47 48 47 49 46

腰角幅 39 41 40 40 39 40 40 41 42 39

かん幅 41 44 42 42 43 42 42 41 45 41

坐骨幅 24 25 24 23 24 25 25 23 28 25

栄養度 6 6 5 5 5 5 5 5 5 5

（単位(栄養度を除く)：cm）

表表３３  検検定定牛牛のの体体重重のの推推移移  

 

 

 

 

 

表表４４  検検定定牛牛のの終終了了時時のの体体型型測測定定値値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体重については、開始時平均 250.3 ㎏、終了時平均

369.0 ㎏であった。DG は平均 1.06 ㎏／日であり、全国

平均（令和６年度：1.15㎏／日）２）を下回った。 

体高については、開始時平均 111.8 ㎝、終了時平均

122.9㎝で、昨年度と概ね同等の発育であった。 

 飼料摂取量については、平均で濃厚飼料摂取量 361.0 

㎏、粗飼料摂取量 499.9㎏であり、全摂取量に占める摂

取粗飼料割合は 57.8％であった。 

余剰飼料摂取量については、平均で濃厚飼料 -33.6kg、

粗飼料 9.6kg、CP -10.7kg、TDN -37.1kgとなり、全国平

均（令和６年度：濃厚飼料 -14.8kg、粗飼料 35.4kg、CP  

3.1kg、TDN 2.6kg）２）と比べて良好な成績を示した。 

 以上の結果を踏まえ、産肉能力に関する育種価、血統

等を考慮し、飛騨牛改良推進事業専門委員会において現

場後代検定を実施する種雄牛候補として以下の３頭が

選抜された。 

No.５ 「月桂樹」 

 母「まめひろ」は、資質および肩付に優れる。産子は

特にロース芯面積、歩留、脂肪交雑、脂質に優れている。

本牛は発育、尻および皮膚のゆとりに優れ、バラ厚、脂

肪交雑および飛騨牛の特徴である肉色、脂質の改良が期

待できる。 

No.６ 「花福 704の 2」（「花鶴美」に改名） 

 母「たか 586の 13」は、資質、骨味に優れる。本牛は

後躯、骨味および皮膚のゆとりに優れ、脂肪交雑および

飛騨牛の特徴であるサシの形状および脂質の改良が期

待できる。 

No.10 「福平 684の 5」（「福花清」に改名） 

母「はなふ 658の 1」は、体型および資質に優れる。

産子は特に脂肪交雑および脂質に優れている。本牛は皮

膚のゆとり、後躯幅および腿に優れ、皮下脂肪厚および

飛騨牛の特徴である肉色、脂質の改良が期待できる。 

また、次の２頭はそれぞれ、飛騨市、高山市に管理を

委託された。 

No.1  「若利清」（「若光清」に改名） 

母「にいな」は、発育、資質、均称に優れ、産肉性も

良好である。本牛は資質に優れ、産肉性および種牛性の

改良が期待できる。 

No.8 「清俊平」（「清俊龍」に改名） 

母「しげとし」は、みさこ系繁殖雌牛であり、資質、

肩付に優れる。本牛は資質に優れ、産肉性および種牛性

の改良が期待できる。 

 

文  献 
1) 和牛登録事務必携（令和３年度版）．公益社団法人全国和牛登録協会編．177－179.（2022） 

2) 和牛種雄牛産肉能力検定成績 直接法（令和６年度）．公益社団法人全国和牛登録協会．（2025） 
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令和 5 年度 和牛種雄牛産肉能力検定現場後代検定成績 

 

～ 「桜吹輝」について ～ 
 

 

渡邉真由・村瀬華梨・浅井英樹・清水雅範 

 

 

和牛種雄牛産肉能力検定直接検定法（直接検定法）により選抜した「桜吹輝（黒原 6458）」の遺伝的産肉能力を調査

するため、その産子（調査牛）を肥育して、増体、発育、飼料効率及び肉質を調査した。 

１．「桜吹輝」の産子の発育は、去勢、雌ともに標準的であった。畜産研究所において検定を行った 4 頭の去勢牛お

よび 1 頭の雌牛の開始時の体重は 235.8kg で、終了時の体重は 718.4kg、一日増体量 0.85kg/日であった。 

２．県内の農家（畜産研究所を含む）において 10 頭の産肉成績を得た。検定成績は、去勢で枝肉重量 462.1kg、ﾛｰｽ芯

面積 61.3 ㎠、BMSNo. 6.8、5 等級率 16.7％、4･5 等級率 83.3％であった。雌では枝肉重量 427.9kg、ﾛｰｽ芯面積 53.8 ㎠、

BMSNo. 6.3、5 等級率 25.0％、4･5 等級率 75.0％であった。 

全 10 頭では枝肉重量 448.4kg、ﾛｰｽ芯面積 58.3 ㎠、BMSNo. 6.6、5 等級率 20.0％、4･5 等級率 80.0％であった。 

 
緒   言 

 令和 2 年度の直接検定では「桜吹輝」、「義景竜」及

び「清光勝」を候補種雄牛として選抜し、先行交配を実

施して産子を得た。このうち「義景竜」及び「清光勝」

２頭について、令和 5 年度に現場後代検定を実施した。 

「桜吹輝」の現場後代検定は、県内農家におい 5 頭、

畜産研究所において 5 頭の計 10 頭と調査頭数が 15 頭に

満たなかったため検定不成立となった。 

以下に畜産研究所内で肥育試験を行った 5 頭の検定成

績および農家の調査牛 5 頭を含めた 10 頭の枝肉成績に

ついてまとめた。 

 

検定方法 
（公社）全国和牛登録協会の和牛種雄牛産肉能力検定

現場後代検定法 1）に基づき実施した。 

１．畜産研究所内で行った検定成績 

（１）産子調査と検定期間 

先行交配により生産された「桜吹輝」産子の生育調査

を実施し、生年月日および生育状況の近い牛 5 頭を畜産

研究所での調査牛とした。検定は導入後約 8 ヶ月齢か

ら、約 27 ヶ月齢まで行った。 

 

（２）給与飼料 

 表 1 および表 2 に給与飼料を示した。濃厚飼料の養

分量は原物中 CP 11.0％以上、TDN 73.5％以上であ

り、粗飼料はウィートを給与し、濃厚飼料との重量比で

10％程度を与えた。また検定前期はチモシーグラス（P

hleum pratense L.）の乾草及び大豆粕を給与した。 

 

表 1 給与飼料（濃厚飼料） 
種類（配合割合％） 
穀類 (66)  
 トウモロコシ、大麦、小麦、末粉 
そうこう類 (21)  
 フスマ、大豆皮、米ぬか 
植物性油かす類 (7)  
 大豆かす、ベジタブルプロテイン 
その他 (6)  
 ビートパルプ、アルファルファミール、食塩 
 炭酸カルシウム、木質繊維、ユッカ粉末 
C P（％FM） 11.0以上 
TDN（％FM） 73.5以上 

 

表 2 給与飼料（粗飼料） 
種類 CP（%DM） TDN（％DM） 

乾草※ 9.7 48.1 
ウィート※※ 3.7 45.1 

※：チモシーグラス（Phleum pratense L.） 
※※：北米産 

 

 

（３）一般管理 

 調査牛は面積 48ｍ２（6ｍ×8ｍ）の牛房で群飼した。

敷料はおがくずを使用し、鉱塩の摂取および飲水は自由

に行わせた。 
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（３）一般管理 

 調査牛は面積 48ｍ２（6ｍ×8ｍ）の牛房で群飼した。

敷料はおがくずを使用し、鉱塩の摂取および飲水は自由

に行わせた。 

 

（４）調査項目

（公社）全国和牛登録協会の定める和牛種雄牛産肉能

力検定間接法 2）に準じて、次のように調査した。

１）体重：4週毎に測定

２）飼料摂取量：摂取量を毎日測定し、1日当たり

摂取量、体重比および飼料要求量（飼料／増体 1

kg）を算出

２．畜産研究所および県内農家の調査牛検定成績

畜産研究所の 5頭に加え県内農家で飼養した現場後代

検定調査牛 5頭の枝肉形質について調査した。

調査項目：枝肉重量、ロース芯面積、バラの厚さ、皮

下脂肪の厚さ、歩留基準値、歩留等級、脂

肪交雑基準、肉の色沢、肉のしまり・き

め、脂肪の色沢・質等について調査した。

  

検定結果詳細

１．「桜吹輝」について

  図 7に「桜吹輝（黒原 6458）」の血統及び能力調査

書を掲載した。「桜吹輝」は、父が「福糸桜王（黒 144

68）」、二代祖が「利優福（黒原 4221）」、三代祖が

「花清国（黒原 4667）」、四代祖「羅威傅王（黒原 345

7）」、五代祖「安福（岐阜）（黒育 180）」である。

２．産子調査

（１）調査牛

先行交配によって生まれた産子の生育状況の調査を実

施し、検定に供する調査牛の選定を行った。

  調査頭数は 14頭であった。調査時に測定した体高の

値と月齢との関係を図 1及び 2に示した。実線は標準

の発育曲線で、破線は標準より 1.5標準偏差（σ）高い

（低い）発育曲線である 3）。去勢、雌共に発育につい

ては標準的あった。次に、全国和牛登録協会が産子検定

成績表 4）に定める外貌評価法に基づき評価した結果を

図 3及び 4に示した。図中の語句は表 3に示したよう

に評価項目を略したものである。去勢、雌ともに資質に

優れていた。

図 1 去勢子牛(4頭)の体高測定値

図 2 雌子牛(10頭)の体高測定値

表 3 外貌評価項目の略語

発 育 発育

体

積

前躯幅
中躯幅
尻幅
体の伸び
体の深み
肋の張り
腿の側望の幅
腿の厚さ

前幅
中幅
尻幅
体伸
体深
肋張
腿幅
腿厚

均

称

頭と体
体上線
子牛としての釣合

均称
体上線
釣合

資
質
品
位

被毛の密度
被毛の質
皮膚のゆとり
顔品

毛密
毛質
ゆとり
顔品

肢
蹄
肢勢
蹄

肢勢
蹄

90

95

100

105

110

115

120

4 5 6 7 8 9

（ｃｍ）

月齢

90

95

100

105

110

115

120

4 5 6 7 8 9
月齢

（ｃｍ）
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図 3 去勢子牛(4 頭)の外貌評価値

図 4 雌子牛(10 頭)の外貌評価値

（２）肥育検定結果と考察

  表 4 に飼料の摂取状況を示した。

  検定期間を通じた濃厚飼料の摂取量は 6.74kg/日･頭

乾草及びウィートの摂取量は 0.60kg/日･頭、1.77kg /日

･頭であった。                                   

図 5 に飼料摂取量の推移をグラフで示した。概ね安

定して飼料を摂取した。

体重と期間 DG（一日増体量）の推移を図 6 及び表 5

に示した。期間 DG は、肥育前期から中期にかけては概

ね 1.0 前後、後期にかけてはやや低下した。飼養期間中

の累積 DG は平均で 0.85 であった。

表 4 検定牛 1 頭当たり飼料摂取量

飼料
摂取量（ｋｇ）

全期間 1 日当

濃厚飼料 3,769 6.74

ウィート 990 1.77

乾 草 333 0.60

図 5 調査牛の飼料摂取量の推移

図 6 調査牛の体重と期間 DG の推移

表 5 調査牛の体重と期間 DG の推移（5 頭の平均）

月齢(ヵ月) 体重（㎏） 期間 DG(㎏/日）
8.1 235.8 -
8.5 247.8 0.86 
9.4 282.8 1.30 
10.6 318.2 1.01 
11.3 342.8 1.12 
12.5 378.0 0.98 
13.3 405.8 1.07 
14.5 434.4 0.82 
15.7 462.8 0.81 
16.6 495.8 1.18 
17.7 531.6 1.02 
18.7 558.8 0.94 
19.6 578.8 0.74 
20.5 605.6 0.96 
21.6 632.0 0.75 
22.6 646.0 0.48 
23.7 666.0 0.57 
24.6 680.4 0.53 
25.6 703.6 0.80 
26.7 718.4 0.44 
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図 3 去勢子牛(4 頭)の外貌評価値

図 4 雌子牛(10 頭)の外貌評価値

（２）肥育検定結果と考察

  表 4 に飼料の摂取状況を示した。

  検定期間を通じた濃厚飼料の摂取量は 6.74kg/日･頭

乾草及びウィートの摂取量は 0.60kg/日･頭、1.77kg /日

･頭であった。                                   

図 5 に飼料摂取量の推移をグラフで示した。概ね安

定して飼料を摂取した。

体重と期間 DG（一日増体量）の推移を図 6 及び表 5

に示した。期間 DG は、肥育前期から中期にかけては概

ね 1.0 前後、後期にかけてはやや低下した。飼養期間中

の累積 DG は平均で 0.85 であった。

表 4 検定牛 1 頭当たり飼料摂取量

飼料
摂取量（ｋｇ）

全期間 1 日当

濃厚飼料 3,769 6.74

ウィート 990 1.77

乾 草 333 0.60

図 5 調査牛の飼料摂取量の推移

図 6 調査牛の体重と期間 DG の推移

表 5 調査牛の体重と期間 DG の推移（5 頭の平均）

月齢(ヵ月) 体重（㎏） 期間 DG(㎏/日）
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11.3 342.8 1.12 
12.5 378.0 0.98 
13.3 405.8 1.07 
14.5 434.4 0.82 
15.7 462.8 0.81 
16.6 495.8 1.18 
17.7 531.6 1.02 
18.7 558.8 0.94 
19.6 578.8 0.74 
20.5 605.6 0.96 
21.6 632.0 0.75 
22.6 646.0 0.48 
23.7 666.0 0.57 
24.6 680.4 0.53 
25.6 703.6 0.80 
26.7 718.4 0.44 

1

2

3

4

5

発
育

前
幅

中
幅

尻
幅

体
伸

体
深

肋
張

腿
幅

腿
厚

均
称

体
上
線

釣
合

毛
密

毛
質

ゆ
と
り

顔
品

肢
勢

蹄

1

2

3

4

5

発
育

前
幅

中
躯

尻
幅

体
伸

体
深

肋
張

腿
幅

腿
厚

均
称

体
上
線

釣
合

毛
密

毛
質

ゆ
と
り

顔
品

肢
勢

蹄

畜産研究所で肥育した調査牛の枝肉成績を表 6 に示し

た。 

  5 頭は約 27 ヶ月齢でと畜し枝肉の調査に供した枝肉

重量は 438.9kg、枝肉の格付は A4 が 4 頭、A2 が 1 頭で

あった。 

 

 

 

 

 

表 6 枝肉成績（畜産研究所肥育分） 

番号 
枝肉 

重量 

ロース芯 

面積 

バラの 

厚さ 

皮下脂肪 

の厚さ 
歩留り 

基準値 

歩留り 

等級 

脂肪交雑 

(BMS№) 

肉の色沢 肉のしまりきめ 脂肪の色沢 
肉質 

等級 

腿 

BMS№ 

腿 

BCS№ 

オレイン

酸(％) 

小ざし 

距離 
色 光沢 しまり きめ 色 光沢と質 

 kg ㎠ cm cm (BCS№)    (BFS№)  

1 454.0 61 8.7 1.2 76.4 A 7 

4 4 4 

4 7 4 49.1 0.80 

5 4 4 5 2 4 

2 443.6 64 8.7 2.3 75.9 A 6 

4 4 4 

4 6 5 48.8 -0.58 

4 4 4 4 2 4 

3 383.4 48 9.1 2.3 74.9 A 7 

5 5 4 

4 8 4 52.4 -0.56 

4 5 5 5 3 4 

4 516.1 63 8.9 1.3 76.0 A 4 

3 2 5 

2 5 5 49.8 0.10 

4 3 2 3 3 5 

5 397.2 50 8.6 3.8 73.3 A 6 

4 4 5 

4 5 5 52.9 -0.19 

4 4 4 4 3 5 

平均 438.9 57.2 8.8 2.2 75.3 

 

6.0 

4 3.8 4.4 

3.6 6.2 4.6 50.6 -0.09 
 4.2 4 3.8 4.2 2.6 4.4 

注）歩留基準値＝69.419+0.130×ロース芯面積(㎠)＋0.667×バラ厚(cm)－0.025×左半丸枝重(kg)－0.896×皮下脂肪厚(cm) 

３．畜産研究所及び県内農家の調査牛検定成績  

調査牛 10 頭の枝肉成績を表 7 に示した。去勢の平

均出荷月齢は、27.1 ヶ月で枝肉重量 462.1kg、ﾛｰｽ芯

面積 61.3 ㎠、BMSNo. 6.8、5 等級率 16.7％、4･5 等

級率 83.3％であった。 

雌では 28.2 ヶ月で枝肉重量 427.9kg、ﾛｰｽ芯面積 53.

8 ㎠、BMSNo. 6.3、5 等級率 25.0％、4･5 等級率 75.0

％であった。 

 全 10 頭では枝肉重量 448.4kg、ﾛｰｽ芯面積 58.3 ㎠、

BMSNo. 6.6、5 等級率 20.0％、4･5 等級率 80.0％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 全調査牛の枝肉成績 
 

性別 
出荷 枝肉 ﾛｰｽ芯 

ばら厚 
皮下脂 歩留り 

BMS№ 
枝肉 

 月齢 重量 面積 肪厚 基準値 格付 

1 去勢 27.4 454.0 61 8.7 1.2 76.4 7 A4 

2 去勢 26.8 443.6 64 8.7 2.3 75.9 6 A4 

3 去勢 27.6 527.8 58 8.8 1.7 74.7 6 A4 

4 去勢 26.2 383.4 48 9.1 2.3 74.9 7 A4 

5 去勢 25.8 516.1 63 8.9 1.3 76.0 4 A2 

6 去勢 28.5 447.4 74 9.7 1.8 78.3 11 A5 

7 雌 27.6 397.2 50 8.6 3.8 73.3 6 A4 

8 雌 28.2 419.2 52 7.8 2.8 73.6 9 A5 

9 雌 29.5 451.3 59 8.4 2.1 75.2 4 A2 

10 雌 27.4 443.8 54 7.4 2.2 73.9 6 A4 

全体平均 27.5 448.4 58.3 8.6 2.2 75.2 6.6  

去勢平均 27.1 462.1 61.3 9.0 1.8 76.0 6.8  

雌平均 28.2 427.9 53.8 8.1 2.7 74.0 6.3  

 

 

 

 

 

 

 

 

―  17  ―



図 7 「桜吹輝」血統および能力調査書

文  献

1) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編.  180-181 (2017)

2) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編.  176-177 (2017)

3) 黒毛和牛正常発育曲線（平成 16年）. 社団法人全国和牛登録協会.  30,36 (2004)

4) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編 . 198 (2017)
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文  献 
1) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編.  180-181 (2017) 

2) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編.  176-177 (2017) 

3) 黒毛和牛正常発育曲線（平成 16年）. 社団法人全国和牛登録協会.  30,36 (2004) 

4) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編 . 198 (2017) 

  

「桜吹輝」 調査牛（研究所肥育分）

         ロース芯断面（第６－７肋骨間）及び腿

調査牛№、BMS№、ロース芯面積（㎠）、バラの厚さ（cm）、皮下脂肪の厚さ（cm）、BCS 及び腿 BMS№を併記

              

              

              

              

              

NNoo..11

BBMMSSNNoo..77

ロローースス芯芯面面積積 6611 

ババララのの厚厚ささ 88..77 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 11..22 

BBCCSS 55 

腿腿 BBMMSSNNoo..77

NNoo..22

BBMMSSNNoo..66

ロローースス芯芯面面積積 6644 

ババララのの厚厚ささ 88..77 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..33 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..66

NNoo..33

BBMMSSNNoo..77

ロローースス芯芯面面積積 4488 

ババララのの厚厚ささ 99..11 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..33 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..88

NNoo..44

BBMMSSNNoo..44

ロローースス芯芯面面積積 6633 

ババララのの厚厚ささ 88..99 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 11..33 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..55

NNoo..55

BBMMSSNNoo..66

ロローースス芯芯面面積積 5500 

ババララのの厚厚ささ 88..66 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 33..88 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..55
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参考 調査牛の体重と DGの推移（個体別） 

測定日 
1 2 3 4 5 平均体重 平均通算 DG 

体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG (kg) (kg/日) 

R5.4.4 271  241  181  275  211  235.8  

R5.4.18 274 0.21 248 0.50 193 0.86 299 1.71 225 1.00 247.8 0.86 

R5.5.15 317 1.59 284 1.33 228 1.30 336 1.37 249 0.89 282.8 1.15 

R5.6.19 351 0.97 326 1.20 266 1.09 369 0.94 279 0.86 318.2 1.08 

R5.7.11 382 1.41 344 0.82 293 1.23 394 1.14 301 1.00 342.8 1.09 

R5.8.16 413 0.86 383 1.08 326 0.92 434 1.11 334 0.92 378.0 1.06 

R5.9.11 443 1.15 411 1.08 347 0.81 468 1.31 360 1.00 405.8 1.06 

R5.10.16 461 0.51 437 0.74 382 1.00 506 1.09 386 0.74 434.4 1.02 

R5.11.20 497 1.03 464 0.77 407 0.71 536 0.86 410 0.69 462.8 0.99 

R5.12.18 528 1.11 493 1.04 434 0.96 584 1.71 440 1.07 495.8 1.01 

R6.1.22 562 0.97 530 1.06 463 0.83 622 1.09 481 1.17 531.6 1.01 

R6.2.20 580 0.62 554 0.83 496 1.14 658 1.24 506 0.86 558.8 1.00 

R6.3.18 610 1.11 570 0.59 512 0.59 680 0.81 522 0.59 578.8 0.98 

R6.4.15 628 0.64 598 1.00 528 0.57 726 1.64 548 0.93 605.6 0.98 

R6.5.20 648 0.57 628 0.86 550 0.63 754 0.80 580 0.91 632.0 0.96 

R6.6.18 668 0.69 642 0.48 568 0.62 766 0.41 586 0.21 646.0 0.93 

R6.7.23 686 0.51 674 0.91 580 0.34 774 0.23 616 0.86 666.0 0.90 

R6.8.19 694 0.30 682 0.30 600 0.74 794 0.74 632 0.59 680.4 0.88 

R6.9.17 710 0.55 712 1.03 620 0.69 826 1.10 650 0.62 703.6 0.88 

R6.10.21 726 0.47 730 0.53 626 0.18 846 0.59 664 0.41 718.4 0.85 
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R6.3.18 610 1.11 570 0.59 512 0.59 680 0.81 522 0.59 578.8 0.98 

R6.4.15 628 0.64 598 1.00 528 0.57 726 1.64 548 0.93 605.6 0.98 

R6.5.20 648 0.57 628 0.86 550 0.63 754 0.80 580 0.91 632.0 0.96 

R6.6.18 668 0.69 642 0.48 568 0.62 766 0.41 586 0.21 646.0 0.93 
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R6.9.17 710 0.55 712 1.03 620 0.69 826 1.10 650 0.62 703.6 0.88 
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令和 5 年度 和牛種雄牛産肉能力検定現場後代検定成績 

 

～ 「義景竜」について ～ 
 

 

渡邉真由・村瀬華梨・浅井英樹・清水雅範 

 

 

和牛種雄牛産肉能力検定直接検定法（直接検定法）により選抜した「義景竜（黒 15789）」の遺伝的産肉能力を調査

するため、その産子（調査牛）を肥育して、増体、発育、飼料効率及び肉質を調査した。 

１．「義景竜」の産子の発育は、去勢、雌ともに発育良好であった。畜産研究所において検定を行った 5 頭の去勢牛

の開始時の体重は 278.0kg で、終了時の体重は 824.8kg、一日増体量 0.89kg/日であった。 

２．県内の農家（畜産研究所を含む）において 15 頭の産肉成績を得た。検定成績は、去勢で枝肉重量 493.6kg、ﾛｰｽ芯

面積 61.4 ㎠、BMSNo. 9.7、5 等級率 80.0％、4･5 等級率 100％であった。雌では枝肉重量 400.7kg、ﾛｰｽ芯面積 58.4 ㎠、

BMSNo. 8.2、5 等級率 60.0％、4･5 等級率 100％であった。 

全 15 頭では枝肉重量 462.7.kg、ﾛｰｽ芯面積 60.4 ㎠、BMSNo. 9.2、5 等級率 77.3％、4･5 等級率 100％であった。 

 
緒   言 

 令和 2 年度の直接検定では「桜吹輝」、「義景竜」及

び「清光勝」を候補種雄牛として選抜し、先行交配を実

施して産子を得た。このうち「義景竜」及び「清光勝」

２頭について、令和 5 年度に現場後代検定を実施した。 

「義景竜」の現場後代検定は、県内農家において 11

頭、畜産研究所において 5 頭の計 16 頭で開始した。な

お、16 頭中 1 頭は出荷期限超過により検定から除外し

た。 

以下に畜産研究所内で肥育試験を行った 5 頭の検定成

績および農家の調査牛 10 頭を含めた 15 頭の枝肉成績に

ついてまとめた。 

 

検定方法 
（公社）全国和牛登録協会の和牛種雄牛産肉能力検定

現場後代検定法 1）に基づき実施した。 

１．畜産研究所内で行った検定成績 

（１）産子調査と検定期間 

先行交配により生産された「義景竜」産子の生育調査

を実施し、生年月日および生育状況の近い牛 5 頭を畜産

研究所での調査牛とした。検定は導入後約 8 ヶ月齢か

ら、約 28 ヶ月齢まで行った。 

 

 

 

（２）給与飼料 

 表 1 および表 2 に給与飼料を示した。濃厚飼料の養

分量は原物中 CP 11.0％以上、TDN 73.5％以上であ

り、粗飼料はウィートを給与し、濃厚飼料との重量比で

10％程度を与えた。また検定前期はチモシーグラス（P

hleum pratense L.）の乾草及び大豆粕を給与した。 

 

 

表 1 給与飼料（濃厚飼料） 
種類（配合割合％） 
穀類 (66)  
 トウモロコシ、大麦、小麦、末粉 
そうこう類 (21)  
 フスマ、大豆皮、米ぬか 
植物性油かす類 (7)  
 大豆かす、ベジタブルプロテイン 
その他 (6)  
 ビートパルプ、アルファルファミール、食塩 
 炭酸カルシウム、木質繊維、ユッカ粉末 
C P（％FM） 11.0以上 
TDN（％FM） 73.5以上 

 

 

表 2 給与飼料（粗飼料） 
種類 CP（%DM） TDN（％DM） 

乾草※ 9.7 48.1 
ウィート※※ 3.7 45.1 

※：チモシーグラス（Phleum pratense L.） 
※※：北米産 
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（３）一般管理

調査牛は面積 48ｍ２（6ｍ×8ｍ）の牛房で群飼した。

敷料はおがくずを使用し、鉱塩の摂取および飲水は自由

に行わせた。

（４）調査項目

（公社）全国和牛登録協会の定める和牛種雄牛産肉能

力検定間接法 2）に準じて、次のように調査した。

１）体重：4週毎に測定

２）飼料摂取量：摂取量を毎日測定し、1日当たり

摂取量、体重比および飼料要求量（飼料／増体 1

kg）を算出

２．畜産研究所および県内農家の調査牛検定成績

畜産研究所の 5頭に加え県内農家で飼養した現場後代

検定調査牛 10頭の枝肉形質について調査した。

調査項目：枝肉重量、ロース芯面積、バラの厚さ、皮

下脂肪の厚さ、歩留基準値、歩留等級、脂

肪交雑基準、肉の色沢、肉のしまり・き

め、脂肪の色沢・質等について調査した。

  

検定結果詳細

１．「義景竜」について

  図 7に「義景竜（黒 15789）」の血統及び能力調査書

を掲載した。「義景竜」は、父が「孝隆平（黒原 571

5）」、二代祖が「花清国（黒原 4667）」、三代祖が

「広景福（黒原 4388）」、四代祖「光平福（黒原 356

2）」、五代祖「飛騨白清（黒原 2640）」である。

２．産子調査

（１）調査牛

先行交配によって生まれた産子の生育状況の調査を実

施し、検定に供する調査牛の選定を行った。

調査頭数は 27頭であった。調査時に測定した体高の

値と月齢との関係を図 1及び 2に示した。実線は標準

の発育曲線で、破線は標準より 1.5標準偏差（σ）高い

（低い）発育曲線である 3）。去勢、雌共に発育良好で

あった。次に、全国和牛登録協会が産子検定成績表 4）

に定める外貌評価法に基づき評価した結果を図 3及び 4

に示した。図中の語句は表 3に示したように評価項目

を略したものである。去勢、雌ともに発育及び資質に優

れていた。

図 1 去勢子牛(13頭)の体高測定値

図 2 雌子牛(14頭)の体高測定値

表 3 外貌評価項目の略語

発 育 発育

体

積

前躯幅
中躯幅
尻幅
体の伸び
体の深み
肋の張り
腿の側望の幅
腿の厚さ

前幅
中幅
尻幅
体伸
体深
肋張
腿幅
腿厚

均

称

頭と体
体上線
子牛としての釣合

均称
体上線
釣合

資
質
品
位

被毛の密度
被毛の質
皮膚のゆとり
顔品

毛密
毛質
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顔品

肢
蹄
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（３）一般管理

調査牛は面積 48ｍ２（6ｍ×8ｍ）の牛房で群飼した。

敷料はおがくずを使用し、鉱塩の摂取および飲水は自由

に行わせた。

（４）調査項目

（公社）全国和牛登録協会の定める和牛種雄牛産肉能

力検定間接法 2）に準じて、次のように調査した。

１）体重：4週毎に測定

２）飼料摂取量：摂取量を毎日測定し、1日当たり

摂取量、体重比および飼料要求量（飼料／増体 1

kg）を算出

２．畜産研究所および県内農家の調査牛検定成績

畜産研究所の 5頭に加え県内農家で飼養した現場後代

検定調査牛 10頭の枝肉形質について調査した。

調査項目：枝肉重量、ロース芯面積、バラの厚さ、皮

下脂肪の厚さ、歩留基準値、歩留等級、脂

肪交雑基準、肉の色沢、肉のしまり・き

め、脂肪の色沢・質等について調査した。

  

検定結果詳細

１．「義景竜」について

  図 7に「義景竜（黒 15789）」の血統及び能力調査書

を掲載した。「義景竜」は、父が「孝隆平（黒原 571

5）」、二代祖が「花清国（黒原 4667）」、三代祖が

「広景福（黒原 4388）」、四代祖「光平福（黒原 356

2）」、五代祖「飛騨白清（黒原 2640）」である。

２．産子調査

（１）調査牛

先行交配によって生まれた産子の生育状況の調査を実

施し、検定に供する調査牛の選定を行った。

調査頭数は 27頭であった。調査時に測定した体高の

値と月齢との関係を図 1及び 2に示した。実線は標準

の発育曲線で、破線は標準より 1.5標準偏差（σ）高い

（低い）発育曲線である 3）。去勢、雌共に発育良好で

あった。次に、全国和牛登録協会が産子検定成績表 4）

に定める外貌評価法に基づき評価した結果を図 3及び 4

に示した。図中の語句は表 3に示したように評価項目

を略したものである。去勢、雌ともに発育及び資質に優

れていた。

図 1 去勢子牛(13頭)の体高測定値

図 2 雌子牛(14頭)の体高測定値

表 3 外貌評価項目の略語

発 育 発育

体

積

前躯幅
中躯幅
尻幅
体の伸び
体の深み
肋の張り
腿の側望の幅
腿の厚さ

前幅
中幅
尻幅
体伸
体深
肋張
腿幅
腿厚

均

称

頭と体
体上線
子牛としての釣合

均称
体上線
釣合

資
質
品
位

被毛の密度
被毛の質
皮膚のゆとり
顔品

毛密
毛質
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肢
蹄
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蹄
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図 3 去勢子牛(13頭)の外貌評価値

図 4 雌子牛(14頭)の外貌評価値

（２）肥育検定結果と考察

表 4 に飼料の摂取状況を示した。

検定期間を通じた濃厚飼料の摂取量は 8.43kg/日･頭

乾草及びウィートの摂取量は 0.59kg/日･頭、1.96kg /日

･頭であった。

図 5 に飼料摂取量の推移をグラフで示した。概ね安

定して飼料を摂取した。

体重と期間 DG（一日増体量）の推移を図 6 及び表 5

に示した。期間 DG は、肥育前期から中期にかけては概

ね 1.0 前後、後期にかけてはやや低下した。飼養期間中

の累積 DG は平均で 0.89 であった。

表 4 検定牛 1 頭当たり飼料摂取量

飼料
摂取量（ｋｇ）

全期間 1 日当

濃厚飼料 4,754 8.43

ウィート 1,104 1.96

乾 草 332 0.59

図 5 調査牛の飼料摂取量の推移

図 6 調査牛の体重と期間 DG の推移

表 5 調査牛の体重と期間 DG の推移（5 頭の平均）

月齢(ヵ月) 体重（㎏） 期間 DG(㎏/日）
8.0 278.0 -
9.2 326.0 1.37 

9.9 346.2 0.92 

11.1 383.8 1.04 

11.9 411.2 1.05 

13.1 445.8 0.99 

14.2 476.2 0.87 

15.1 514.6 1.37 

16.3 547.0 1.37 

17.3 578.8 0.92 

18.1 603.6 1.04 

19.1 636.8 1.19 

20.2 653.6 0.48 

21.2 684.8 1.08 

22.3 714.8 0.86 

23.2 730.8 0.59 

24.2 751.6 0.72 

25.3 769.6 0.53 

26.2 785.6 0.57 

27.1 804.0 0.66 

28.3 824.8 0.59 

1

2

3

4

5

発
育

前
幅

中
幅

尻
幅

体
伸

体
深

肋
張

腿
幅

腿
厚

均
称

体
上
線

釣
合

毛
密

毛
質

ゆ
と
り

顔
品

肢
勢

蹄

1

2

3

4

5

発
育

前
幅

中
幅

尻
幅

体
伸

体
深

肋
張

腿
幅

腿
厚

均
称

体
上
線

釣
合

毛
密

毛
質

ゆ
と
り

顔
品

肢
勢

蹄

―  23  ―



畜産研究所で肥育した調査牛の枝肉成績を表 6 に示し

た。 

 5 頭は約 28 ヶ月齢でと畜し枝肉の調査に供した枝肉

重量は 526.1kg、枝肉の格付は A5 が 5 頭であった。 

 

 

 

 

 

表 6 枝肉成績（畜産研究所肥育分） 

番号 
枝肉 

重量 

ロース芯 

面積 

バラの 

厚さ 

皮下脂肪 

の厚さ 
歩留り 

基準値 

歩留り 

等級 

脂肪交雑 

(BMS№) 

肉の色沢 肉のしまりきめ 脂肪の色沢 
肉質 

等級 

腿 

BMS№ 

腿 

BCS№ 

オレイン

酸(％) 

小ざし 

距離 
色 光沢 しまり きめ 色 光沢と質 

 kg ㎠ cm cm (BCS№)    (BFS№)  

1 523.5 65 11.7 2.9 76.5 A 8 

5 5 5 

5 7 4 50.6 -0.13 

4 5 5 5 3 5 

2 468.6 60 9.8 2.0 76.0 A 11 

5 5 5 

5 11 3 53.3 -0.05 

3 5 5 5 2 5 

3 520.6 54 9.4 3.2 73.3 A 11 

5 5 5 

5 12 3 50.6 0.50 

4 5 5 5 3 5 

4 567.2 70 10.5 4.1 74.7 A 12 

5 5 5 

5 8 4 54.9 0.15 

3 5 5 5 3 5 

5 550.7 65 10.8 3.5 75.0 A 10 

5 5 5 

5 9 4 52.7 -0.06 

4 5 5 5 2 5 

平均 526.1 62.8 10.4 3.1 75.1 

 

10.4 

5 5 5 

5 9.4 3.6 52.4 0.08 
 3.6 5 5 5 2.6 5 

注）歩留基準値＝69.419+0.130×ロース芯面積(㎠)＋0.667×バラ厚(cm)－0.025×左半丸枝重(kg)－0.896×皮下脂肪厚(cm) 

３．畜産研究所及び県内農家の調査牛検定成績  

調査牛 15 頭の枝肉成績を表 7 に示した。去勢の平

均出荷月齢は、28.1 ヶ月で枝肉重量 493.6kg、ﾛｰｽ芯

面積 61.4 ㎠、BMSNo. 9.7、5 等級率 80.0％、4･5 等

級率 100％であった。 

雌では 28.4 ヶ月で枝肉重量 400.7kg、ﾛｰｽ芯面積 58.

4 ㎠、BMSNo. 8.2、5 等級率 60.0％、4･5 等級率 100

％であった。 

 全 15 頭では枝肉重量 462.7kg、ﾛｰｽ芯面積 60.4 ㎠、

BMSNo. 9.2、5 等級率 73.3％、4･5 等級率 100％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 全調査牛の枝肉成績 
 

性別 
出荷 枝肉 ﾛｰｽ芯 

ばら厚 
皮下脂 歩留り 

BMS№ 
枝肉 

 月齢 重量 面積 肪厚 基準値 格付 

1 去勢 28.8 523.5 65 11.7 2.9 76.5  8 A4 

2 去勢 28.7 468.6 60 9.8 2.0 76.0  11 A5 

3 去勢 28.7 520.6 54 9.4 3.2 73.3  11 A5 

4 去勢 29.1 432.1 57 7.8 3.0 74.0  10 A5 

5 去勢 28.4 457.7 52 11.1 3.4 74.8  7 A4 

6 去勢 28.0 567.2 70 10.5 4.1 74.7  12 A5 

7 去勢 28.0 442.3 57 9.2 3.5 74.3  11 A5 

8 去勢 27.4 550.7 65 10.8 3.5 75.0  10 A5 

9 去勢 26.5 500.4 77 9.8 1.7 78.2  12 A5 

10 去勢 27.5 473.1 57 8.8 2.7 74.3  5 A4 

11 雌 26.4 436.8 67 8.4 2.5 76.0  11 A5 

12 雌 30.3 461.4 62 8.6 2.4 75.3  8 A5 

13 雌 29.1 368.1 55 8.3 2.3 75.4  6 A4 

14 雌 28.6 328.4 49 6.8 1.7 74.7  7 A4 

15 雌 27.8 408.9 59 8.7 3.0 75.1  9 A5 

全体平均 28.2 462.7 60.4 9.3 2.8 75.2 9.2  

去勢平均 28.1 493.6 61.4 9.9 3.0 75.1 9.7  

雌平均 28.4 400.7 58.4 8.2 2.4 75.3 8.2  
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畜産研究所で肥育した調査牛の枝肉成績を表 6 に示し

た。 

 5 頭は約 28 ヶ月齢でと畜し枝肉の調査に供した枝肉

重量は 526.1kg、枝肉の格付は A5 が 5 頭であった。 

 

 

 

 

 

表 6 枝肉成績（畜産研究所肥育分） 

番号 
枝肉 

重量 

ロース芯 

面積 

バラの 

厚さ 

皮下脂肪 

の厚さ 
歩留り 

基準値 

歩留り 

等級 

脂肪交雑 

(BMS№) 

肉の色沢 肉のしまりきめ 脂肪の色沢 
肉質 

等級 

腿 

BMS№ 

腿 

BCS№ 

オレイン

酸(％) 

小ざし 

距離 
色 光沢 しまり きめ 色 光沢と質 

 kg ㎠ cm cm (BCS№)    (BFS№)  

1 523.5 65 11.7 2.9 76.5 A 8 

5 5 5 

5 7 4 50.6 -0.13 

4 5 5 5 3 5 

2 468.6 60 9.8 2.0 76.0 A 11 

5 5 5 

5 11 3 53.3 -0.05 

3 5 5 5 2 5 

3 520.6 54 9.4 3.2 73.3 A 11 

5 5 5 

5 12 3 50.6 0.50 

4 5 5 5 3 5 

4 567.2 70 10.5 4.1 74.7 A 12 

5 5 5 

5 8 4 54.9 0.15 

3 5 5 5 3 5 

5 550.7 65 10.8 3.5 75.0 A 10 

5 5 5 

5 9 4 52.7 -0.06 

4 5 5 5 2 5 

平均 526.1 62.8 10.4 3.1 75.1 

 

10.4 

5 5 5 

5 9.4 3.6 52.4 0.08 
 3.6 5 5 5 2.6 5 

注）歩留基準値＝69.419+0.130×ロース芯面積(㎠)＋0.667×バラ厚(cm)－0.025×左半丸枝重(kg)－0.896×皮下脂肪厚(cm) 

３．畜産研究所及び県内農家の調査牛検定成績  

調査牛 15 頭の枝肉成績を表 7 に示した。去勢の平

均出荷月齢は、28.1 ヶ月で枝肉重量 493.6kg、ﾛｰｽ芯

面積 61.4 ㎠、BMSNo. 9.7、5 等級率 80.0％、4･5 等

級率 100％であった。 

雌では 28.4 ヶ月で枝肉重量 400.7kg、ﾛｰｽ芯面積 58.

4 ㎠、BMSNo. 8.2、5 等級率 60.0％、4･5 等級率 100

％であった。 

 全 15 頭では枝肉重量 462.7kg、ﾛｰｽ芯面積 60.4 ㎠、

BMSNo. 9.2、5 等級率 73.3％、4･5 等級率 100％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 全調査牛の枝肉成績 
 

性別 
出荷 枝肉 ﾛｰｽ芯 

ばら厚 
皮下脂 歩留り 

BMS№ 
枝肉 

 月齢 重量 面積 肪厚 基準値 格付 

1 去勢 28.8 523.5 65 11.7 2.9 76.5  8 A4 

2 去勢 28.7 468.6 60 9.8 2.0 76.0  11 A5 

3 去勢 28.7 520.6 54 9.4 3.2 73.3  11 A5 

4 去勢 29.1 432.1 57 7.8 3.0 74.0  10 A5 

5 去勢 28.4 457.7 52 11.1 3.4 74.8  7 A4 

6 去勢 28.0 567.2 70 10.5 4.1 74.7  12 A5 

7 去勢 28.0 442.3 57 9.2 3.5 74.3  11 A5 

8 去勢 27.4 550.7 65 10.8 3.5 75.0  10 A5 

9 去勢 26.5 500.4 77 9.8 1.7 78.2  12 A5 

10 去勢 27.5 473.1 57 8.8 2.7 74.3  5 A4 

11 雌 26.4 436.8 67 8.4 2.5 76.0  11 A5 

12 雌 30.3 461.4 62 8.6 2.4 75.3  8 A5 

13 雌 29.1 368.1 55 8.3 2.3 75.4  6 A4 

14 雌 28.6 328.4 49 6.8 1.7 74.7  7 A4 

15 雌 27.8 408.9 59 8.7 3.0 75.1  9 A5 

全体平均 28.2 462.7 60.4 9.3 2.8 75.2 9.2  

去勢平均 28.1 493.6 61.4 9.9 3.0 75.1 9.7  

雌平均 28.4 400.7 58.4 8.2 2.4 75.3 8.2  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 「義景竜」血統および能力調査書
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「義景竜」 調査牛（研究所肥育分）

ロース芯断面（第６－７肋骨間）及び腿

調査牛№、BMS№、 ロース芯面積（㎠）、 バラの厚さ（cm）、皮下脂肪の厚さ（cm）、BCS及び腿 BMS№を併記

            

            

            

            

            

NNoo..11

BBMMSSNNoo..88

ロローースス芯芯面面積積 6655 

ババララのの厚厚ささ 1111..77 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..99 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..77

NNoo..22

BBMMSSNNoo..1111

ロローースス芯芯面面積積 6600 

ババララのの厚厚ささ 99..88 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..00 

BBCCSS 33 

腿腿 BBMMSSNNoo..1111

NNoo..33

BBMMSSNNoo..1111

ロローースス芯芯面面積積 5544 

ババララのの厚厚ささ 99..44 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 33..22 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..1122

NNoo..44

BBMMSSNNoo..1122

ロローースス芯芯面面積積 7700 

ババララのの厚厚ささ 1100..55 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 44..11 

BBCCSS 33 

腿腿 BBMMSSNNoo..88

NNoo..55

BBMMSSNNoo..1100

ロローースス芯芯面面積積 6655 

ババララのの厚厚ささ 1100..88 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 33..55 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..99
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「義景竜」 調査牛（研究所肥育分）

ロース芯断面（第６－７肋骨間）及び腿

調査牛№、BMS№、 ロース芯面積（㎠）、 バラの厚さ（cm）、皮下脂肪の厚さ（cm）、BCS及び腿 BMS№を併記

            

            

            

            

            

NNoo..11

BBMMSSNNoo..88

ロローースス芯芯面面積積 6655 

ババララのの厚厚ささ 1111..77 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..99 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..77

NNoo..22

BBMMSSNNoo..1111

ロローースス芯芯面面積積 6600 

ババララのの厚厚ささ 99..88 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..00 

BBCCSS 33 

腿腿 BBMMSSNNoo..1111

NNoo..33

BBMMSSNNoo..1111

ロローースス芯芯面面積積 5544 

ババララのの厚厚ささ 99..44 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 33..22 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..1122

NNoo..44

BBMMSSNNoo..1122

ロローースス芯芯面面積積 7700 

ババララのの厚厚ささ 1100..55 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 44..11 

BBCCSS 33 

腿腿 BBMMSSNNoo..88

NNoo..55

BBMMSSNNoo..1100

ロローースス芯芯面面積積 6655 

ババララのの厚厚ささ 1100..88 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 33..55 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..99

 

参考 調査牛の体重と DGの推移（個体別） 

測定日 
1 2 3 4 5 平均体重 平均通算 DG 

体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG (kg) (kg/日) 

R5.5.15 262  249  280  308  291  278.0  

R5.6.19 311 1.40 291 1.20 331 1.46 364 1.60 333 1.20 326.0 1.37 

R5.7.11 334 1.05 304 0.59 348 0.77 382 0.82 363 1.36 346.2 1.20 

R5.8.16 382 1.33 341 1.03 376 0.78 427 1.25 393 0.83 383.8 1.14 

R5.9.11 410 1.08 362 0.81 398 0.85 452 0.96 434 1.58 411.2 1.12 

R5.10.16 448 1.09 399 1.06 421 0.66 488 1.03 473 1.11 445.8 1.09 

R5.11.20 481 0.94 422 0.66 444 0.66 516 0.80 518 1.29 476.2 1.05 

R5.12.18 512 1.11 456 1.21 495 1.82 562 1.64 548 1.07 514.6 1.09 

R6.1.22 538 0.74 483 0.77 522 0.77 596 0.97 596 1.37 547.0 1.07 

R6.2.20 570 1.10 506 0.79 564 1.45 630 1.17 624 0.97 578.8 1.07 

R6.3.18 602 1.19 532 0.96 582 0.67 662 1.19 640 0.59 603.6 1.06 

R6.4.15 630 1.00 552 0.71 616 1.21 698 1.29 688 1.71 636.8 1.07 

R6.5.20 640 0.29 570 0.51 644 0.80 724 0.74 690 0.06 653.6 1.01 

R6.6.18 664 0.83 592 0.76 668 0.83 762 1.31 738 1.66 684.8 1.02 

R6.7.23 686 0.63 622 0.86 708 1.14 790 0.80 768 0.86 714.8 1.00 

R6.8.19 708 0.81 640 0.67 732 0.89 804 0.52 770 0.07 730.8 0.98 

R6.9.17 728 0.69 658 0.62 740 0.28 822 0.62 810 1.38 751.6 0.96 

R6.10.21 748 0.59 674 0.47 762 0.65 832 0.29 832 0.65 769.6 0.94 

R6.11.18 772 0.86 690 0.57 776 0.50 846 0.50 844 0.43 785.6 0.92 

R6.12.16 792 0.71 710 0.71 792 0.57 866 0.71 860 0.57 804.0 0.91 

R7.1.20 814 0.63 728 0.51 806 0.40 900 0.97 876 0.46 824.8 0.89 
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令和 5 年度 和牛種雄牛産肉能力検定現場後代検定成績 

 

～ 「清光勝」について ～ 
 

 

渡邉真由・村瀬華梨・浅井英樹・清水雅範 

 

 

和牛種雄牛産肉能力検定直接検定法（直接検定法）により選抜した「清光勝（黒原 6459）」の遺伝的産肉能力を調査

するため、その産子（調査牛）を肥育して、増体、発育、飼料効率及び肉質を調査した。 

１．「清光勝」の産子の発育は、去勢、雌ともに標準的であった。畜産研究所において検定を行った 5 頭の去勢牛の

開始時の体重は 238.2kg で、終了時の体重は 764.8kg、一日増体量 0.92kg/日であった。 

２．県内の農家（畜産研究所を含む）において 19 頭の産肉成績を得た。検定成績は、去勢で枝肉重量 493.2kg、ﾛｰｽ芯

面積 69.2 ㎠、BMSNo. 10.3、5 等級率 92.3％、4･5 等級率 100％であった。雌では枝肉重量 408.0kg、ﾛｰｽ芯面積 66.0

㎠、BMSNo. 11.5、5 等級率 100％、4･5 等級率 100％であった。 

全 19 頭では枝肉重量 466.3kg、ﾛｰｽ芯面積 68.2、BMSNo. 10.7、5 等級率 94.7％、4･5 等級率 100％であった。 

 
緒   言 

 令和 2 年度の直接検定では「桜吹輝」、「義景竜」及

び「清光勝」を候補種雄牛として選抜し、先行交配を実

施して産子を得た。このうち「義景竜」及び「清光勝」

２頭について、令和 5 年度に現場後代検定を実施した。 

「清光勝」の現場後代検定は、県内農家において 15

頭、畜産研究所において 5 頭の計 20 頭で開始した。な

お、20 頭中 1 頭は出荷期限超過により検定から除外し

た。 

以下に畜産研究所内で肥育試験を行った 5 頭の検定成

績および農家の調査牛 14 頭を含めた 19 頭の枝肉成績に

ついてまとめた。 

   

検定方法 
（公社）全国和牛登録協会の和牛種雄牛産肉能力検定

現場後代検定法 1）に基づき実施した。 

１．畜産研究所内で行った検定成績 

（１）産子調査と検定期間 

先行交配により生産された「清光勝」産子の生育調査

を実施し、生年月日および生育状況の近い牛 5 頭を畜産

研究所での調査牛とした。検定は導入後約 7 ヶ月齢か

ら、約 28 ヶ月齢まで行った。 

 

 

 

（２）給与飼料 

 表 1 および表 2 に給与飼料を示した。濃厚飼料の養

分量は原物中 CP 11.0％以上、TDN 73.5％以上であ

り、粗飼料はウィートを給与し、濃厚飼料との重量比で

10％程度を与えた。また検定前期はチモシーグラス（P

hleum pratense L.）の乾草及び大豆粕を給与した。 

 

表 1 給与飼料（濃厚飼料） 
種類（配合割合％） 
穀類 (66)  
 トウモロコシ、大麦、小麦、末粉 
そうこう類 (21)  
 フスマ、大豆皮、米ぬか 
植物性油かす類 (7)  
 大豆かす、ベジタブルプロテイン 
その他 (6)  
 ビートパルプ、アルファルファミール、食塩 
 炭酸カルシウム、木質繊維、ユッカ粉末 
C P（％FM） 11.0以上 
TDN（％FM） 73.5以上 

 

表 2 給与飼料（粗飼料） 
種類 CP（%DM） TDN（％DM） 

乾草※ 9.7 48.1 
ウィート※※ 3.7 45.1 

※：チモシーグラス（Phleum pratense L.） 
※※：北米産 
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令和 5 年度 和牛種雄牛産肉能力検定現場後代検定成績 

 

～ 「清光勝」について ～ 
 

 

渡邉真由・村瀬華梨・浅井英樹・清水雅範 

 

 

和牛種雄牛産肉能力検定直接検定法（直接検定法）により選抜した「清光勝（黒原 6459）」の遺伝的産肉能力を調査

するため、その産子（調査牛）を肥育して、増体、発育、飼料効率及び肉質を調査した。 

１．「清光勝」の産子の発育は、去勢、雌ともに標準的であった。畜産研究所において検定を行った 5 頭の去勢牛の

開始時の体重は 238.2kg で、終了時の体重は 764.8kg、一日増体量 0.92kg/日であった。 

２．県内の農家（畜産研究所を含む）において 19 頭の産肉成績を得た。検定成績は、去勢で枝肉重量 493.2kg、ﾛｰｽ芯

面積 69.2 ㎠、BMSNo. 10.3、5 等級率 92.3％、4･5 等級率 100％であった。雌では枝肉重量 408.0kg、ﾛｰｽ芯面積 66.0

㎠、BMSNo. 11.5、5 等級率 100％、4･5 等級率 100％であった。 

全 19 頭では枝肉重量 466.3kg、ﾛｰｽ芯面積 68.2、BMSNo. 10.7、5 等級率 94.7％、4･5 等級率 100％であった。 

 
緒   言 

 令和 2 年度の直接検定では「桜吹輝」、「義景竜」及

び「清光勝」を候補種雄牛として選抜し、先行交配を実

施して産子を得た。このうち「義景竜」及び「清光勝」

２頭について、令和 5 年度に現場後代検定を実施した。 

「清光勝」の現場後代検定は、県内農家において 15

頭、畜産研究所において 5 頭の計 20 頭で開始した。な

お、20 頭中 1 頭は出荷期限超過により検定から除外し

た。 

以下に畜産研究所内で肥育試験を行った 5 頭の検定成

績および農家の調査牛 14 頭を含めた 19 頭の枝肉成績に

ついてまとめた。 

   

検定方法 
（公社）全国和牛登録協会の和牛種雄牛産肉能力検定

現場後代検定法 1）に基づき実施した。 

１．畜産研究所内で行った検定成績 

（１）産子調査と検定期間 

先行交配により生産された「清光勝」産子の生育調査

を実施し、生年月日および生育状況の近い牛 5 頭を畜産

研究所での調査牛とした。検定は導入後約 7 ヶ月齢か

ら、約 28 ヶ月齢まで行った。 

 

 

 

（２）給与飼料 

 表 1 および表 2 に給与飼料を示した。濃厚飼料の養

分量は原物中 CP 11.0％以上、TDN 73.5％以上であ

り、粗飼料はウィートを給与し、濃厚飼料との重量比で

10％程度を与えた。また検定前期はチモシーグラス（P

hleum pratense L.）の乾草及び大豆粕を給与した。 

 

表 1 給与飼料（濃厚飼料） 
種類（配合割合％） 
穀類 (66)  
 トウモロコシ、大麦、小麦、末粉 
そうこう類 (21)  
 フスマ、大豆皮、米ぬか 
植物性油かす類 (7)  
 大豆かす、ベジタブルプロテイン 
その他 (6)  
 ビートパルプ、アルファルファミール、食塩 
 炭酸カルシウム、木質繊維、ユッカ粉末 
C P（％FM） 11.0以上 
TDN（％FM） 73.5以上 

 

表 2 給与飼料（粗飼料） 
種類 CP（%DM） TDN（％DM） 

乾草※ 9.7 48.1 
ウィート※※ 3.7 45.1 

※：チモシーグラス（Phleum pratense L.） 
※※：北米産 

 

 

 

 

（３）一般管理

調査牛は面積 48ｍ２（6ｍ×8ｍ）の牛房で群飼した。

敷料はおがくずを使用し、鉱塩の摂取および飲水は自由

に行わせた。

（４）調査項目

（公社）全国和牛登録協会の定める和牛種雄牛産肉能

力検定間接法 2）に準じて、次のように調査した。

１）体重：4週毎に測定

２）飼料摂取量：摂取量を毎日測定し、1日当たり

摂取量、体重比および飼料要求量（飼料／増体 1

kg）を算出

２．畜産研究所および県内農家の調査牛検定成績

畜産研究所の 5頭に加え県内農家で飼養した現場後代

検定調査牛 19頭の枝肉形質について調査した。

調査項目：枝肉重量、ロース芯面積、バラの厚さ、皮

下脂肪の厚さ、歩留基準値、歩留等級、脂

肪交雑基準、肉の色沢、肉のしまり・き

め、脂肪の色沢・質等について調査した。

  

検定結果詳細

１．「清光勝」について

  図 7に「清光勝（黒原 6459）」の血統及び能力調査

書を掲載した。「清光勝」は、父が「花清光（黒原 559

5）」、二代祖が「利優福（黒原 4221）」、三代祖が

「白清８５の３（黒原 4009）」、四代祖「平茂勝（黒

原 2441）」、五代祖「安福（岐阜）（黒育 180）」であ

る。

２．産子調査

（１）調査牛

先行交配によって生まれた産子の生育状況の調査を実

施し、検定に供する調査牛の選定を行った。

  調査頭数は 21頭であった。調査時に測定した体高の

値と月齢との関係を図 1及び 2に示した。実線は標準

の発育曲線で、破線は標準より 1.5標準偏差（σ）高い

（低い）発育曲線である 3）。去勢、雌共に標準的であ

った。次に、全国和牛登録協会が産子検定成績表 4）に

定める外貌評価法に基づき評価した結果を図 3及び 4

に示した。図中の語句は表 3に示したように評価項目

を略したものである。去勢、雌ともに資質に優れてい

た。

図 1 去勢子牛(13頭)の体高測定値

図 2 雌子牛(8頭)の体高測定値

表 3 外貌評価項目の略語

発 育 発育

体

積

前躯幅
中躯幅
尻幅
体の伸び
体の深み
肋の張り
腿の側望の幅
腿の厚さ

前幅
中幅
尻幅
体伸
体深
肋張
腿幅
腿厚

均

称

頭と体
体上線
子牛としての釣合

均称
体上線
釣合

資
質
品
位

被毛の密度
被毛の質
皮膚のゆとり
顔品

毛密
毛質
ゆとり
顔品

肢
蹄
肢勢
蹄

肢勢
蹄

85

90

95

100

105

110

115

120

2 3 4 5 6 7 8 9

（ｃｍ）

月齢

85

95

105

115

125

3 4 5 6 7 8 9
月齢

（ｃｍ）
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図 3 去勢子牛(13頭)の外貌評価値

図 4 雌子牛（8 頭）の外貌評価値

（２）肥育検定結果と考察

  表 4 に飼料の摂取状況を示した。

  検定期間を通じた濃厚飼料の摂取量は 7.61kg/日･頭

乾草及びウィートの摂取量は 0.64kg/日･頭、1.74kg /日

･頭であった。                                   

図 5 に飼料摂取量の推移をグラフで示した。概ね安

定して飼料を摂取した。

体重と期間 DG（一日増体量）の推移を図 6 及び表 5

に示した。期間 DG は、肥育前期から中期にかけては概

ね 1.0 前後、後期にかけてはやや低下した。飼養期間中

の累積 DG は平均で 0.92 であった。

表 4 検定牛 1 頭当たり飼料摂取量

飼料
摂取量（ｋｇ）

全期間 1 日当

濃厚飼料 4,714 7.61

ウィート 1,076 1.74

乾 草 399 0.64

図 5 調査牛の飼料摂取量の推移

図 6 調査牛の体重と期間 DG の推移

表 5 調査牛の体重と期間 DG の推移（5 頭の平均）

月齢(ヵ月) 体重（㎏） 期間 DG(㎏/日）

7.2 238.2 -

7.6 253.2 1.15
8.8 295.6 1.18
9.7 322.4 1.03
10.8 365.6 1.23
12.0 389.6 0.69
12.9 422.2 1.16
14.1 461.2 1.11
15.0 496.4 1.21
15.9 525.8 1.09
16.9 545.0 0.62
18.0 581.6 1.14
18.9 605.2 0.81
20.1 640.8 1.02
21.0 661.6 0.77
21.9 687.6 0.90
23.0 706.8 0.56
24.0 725.2 0.66
24.9 744.8 0.70
26.0 764.8 0.57

1
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図 3 去勢子牛(13頭)の外貌評価値

図 4 雌子牛（8 頭）の外貌評価値

（２）肥育検定結果と考察

  表 4 に飼料の摂取状況を示した。

  検定期間を通じた濃厚飼料の摂取量は 7.61kg/日･頭

乾草及びウィートの摂取量は 0.64kg/日･頭、1.74kg /日

･頭であった。                                   

図 5 に飼料摂取量の推移をグラフで示した。概ね安

定して飼料を摂取した。

体重と期間 DG（一日増体量）の推移を図 6 及び表 5

に示した。期間 DG は、肥育前期から中期にかけては概

ね 1.0 前後、後期にかけてはやや低下した。飼養期間中

の累積 DG は平均で 0.92 であった。

表 4 検定牛 1 頭当たり飼料摂取量

飼料
摂取量（ｋｇ）

全期間 1 日当

濃厚飼料 4,714 7.61

ウィート 1,076 1.74

乾 草 399 0.64

図 5 調査牛の飼料摂取量の推移

図 6 調査牛の体重と期間 DG の推移

表 5 調査牛の体重と期間 DG の推移（5 頭の平均）

月齢(ヵ月) 体重（㎏） 期間 DG(㎏/日）

7.2 238.2 -

7.6 253.2 1.15
8.8 295.6 1.18
9.7 322.4 1.03
10.8 365.6 1.23
12.0 389.6 0.69
12.9 422.2 1.16
14.1 461.2 1.11
15.0 496.4 1.21
15.9 525.8 1.09
16.9 545.0 0.62
18.0 581.6 1.14
18.9 605.2 0.81
20.1 640.8 1.02
21.0 661.6 0.77
21.9 687.6 0.90
23.0 706.8 0.56
24.0 725.2 0.66
24.9 744.8 0.70
26.0 764.8 0.57
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畜産研究所で肥育した調査牛の枝肉成績を表 6 に示し

た。 

  5 頭は約 28 ヶ月齢でと畜し枝肉の調査に供した枝肉

重量は 506.6kg、枝肉の格付は A5 が 5 頭であった。 

 

 

 

 

 

表 6 枝肉成績（畜産研究所肥育分） 

番号 
枝肉 

重量 

ロース芯 

面積 

バラの 

厚さ 

皮下脂肪 

の厚さ 
歩留り 

基準値 

歩留り 

等級 

脂肪交雑 

(BMS№) 

肉の色沢 肉のしまりきめ 脂肪の色沢 
肉質 

等級 

腿 

BMS№ 

腿 

BCS№ 

オレイン

酸(％) 

小ざし 

距離 
色 光沢 しまり きめ 色 光沢と質 

 kg ㎠ cm cm (BCS№)    (BFS№)  

1 483.7 54 8.6 3.0 73.4 A 10 

5 5 5 

5 - - - - 

4 5 5 5 3 5 

2 577.3 68 11.2 2.0 76.7 A 10 

5 5 5 

5 9 4 53.2 -0.38 

4 5 5 5 3 5 

3 465.5 58 10.3 1.5 76.7 A 11 

5 5 5 

5 11 4 51.7 0.25 

4 5 5 5 3 5 

4 497.4 66 9.9 2.0 76.6 A 9 

5 5 5 

5 7 4 51.2 -0.62 

4 5 5 5 3 5 

5 509.0 87 10.3 1.7 79.7 A 12 

5 5 5 

5 12 3 55.1 0.51 

3 5 5 5 3 5 

平均 506.6 66.6 10.1 2.0 76.6 

 

10.4 

5 5 5 

5 9.8 3.8 52.8 -0.06 
 3.8 5 5 5 3 5 

注）歩留基準値＝69.419+0.130×ロース芯面積(㎠)＋0.667×バラ厚(cm)－0.025×左半丸枝重(kg)－0.896×皮下脂肪厚(cm) 

３．畜産研究所及び県内農家の調査牛検定成績  

調査牛 19 頭の枝肉成績を表 7 に示した。去勢の平

均出荷月齢は、27.8 ヶ月で枝肉重量 493.2kg、ﾛｰｽ芯

面積 69.2 ㎠、BMSNo. 10.3、5 等級率 92.3％、4･5 等

級率 100％であった。 

雌では 28.1 ヶ月で枝肉重量 408.0kg、ﾛｰｽ芯面積 66.

0 ㎠、BMSNo. 11.5、5 等級率 100％、4･5 等級率 100

％であった。 

 全 19 頭では枝肉重量 466.3kg、ﾛｰｽ芯面積 68.2、B

MSNo. 10.7、5 等級率 94.7％、4･5 等級率 100％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 全調査牛の枝肉成績 
 

性別 
出荷 枝肉 ﾛｰｽ芯 

ばら厚 
皮下脂 歩留り 

BMS№ 
枝肉 

 月齢 重量 面積 肪厚 基準値 格付 

1 去勢 28.6 506.6 91 7.4 1.8 78.2 12 A5 

2 去勢 27.7 483.7 54 8.6 3 73.4 10 A5 

3 去勢 27.3 584.6 76 10.8 3.4 76.2 7 A4 

4 去勢 27.9 577.3 68 11.2 2 76.7 10 A5 

5 去勢 27.1 433.3 60 8.2 2.6 75 12 A5 

6 去勢 27.8 465.5 58 10.3 1.5 76.7 11 A5 

7 去勢 28.5 438.8 52 9.2 2 75 11 A5 

8 去勢 27.6 497.4 66 9.9 2 76.6 9 A5 

9 去勢 28.1 446.3 66 7.2 2.2 75.2 10 A5 

10 去勢 27.1 509.0 87 10.3 1.7 79.7 12 A5 

11 去勢 28.3 474.4 57 8.6 1.9 74.9 8 A5 

12 去勢 26.5 514.6 95 10 1.5 80.6 11 A5 

13 去勢 29.1 480.3 69 9.6 1.8 77.1 11 A5 

14 雌 30.4 393.8 64 7.4 2.3 75.7 12 A5 

15 雌 28.4 447.6 72 8.7 2.1 77.7 11 A5 

16 雌 27.5 321.1 56 7.6 2.1 75.9 12 A5 

17 雌 28.6 406.6 68 9.7 2.7 77.1 12 A5 

18 雌 27.1 457.4 59 8.2 2.5 74.6 10 A5 

19 雌 26.8 421.6 77 7.2 1.8 77.3 12 A5 

全体平均 27.9 466.3 68.2 9.0 2.2 76.5 10.7  

去勢平均 27.8 493.2 69.2 9.3 2.1 76.6 10.3  

雌平均 28.1 408.0 66.0 8.1 2.3 76.4 11.5  
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図 7 「清光勝」血統および能力調査書

文  献

1) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編.  180-181 (2017)

2) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編.  176-177 (2017)

3) 黒毛和牛正常発育曲線（平成 16年）. 社団法人全国和牛登録協会.  30,36 (2004)

4) 和牛登録事務必携（平成 29年度版）. 公益社団法人全国和牛登録協会編 . 198 (2017)
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「清光勝」 調査牛（研究所肥育分）

ロース芯断面（第６－７肋骨間）及び腿

調査牛№、BMS№、ロース芯面積（㎠）、バラの厚さ（cm）、皮下脂肪の厚さ（cm）、BCS 及び腿 BMS№を併記

                

               

              

                              

NNoo..22

BBMMSSNNoo..1100

ロローースス芯芯面面積積 6688 

ババララのの厚厚ささ 1111..22 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..00 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..99

NNoo..33

BBMMSSNNoo..1111

ロローースス芯芯面面積積 5588 

ババララのの厚厚ささ 1100..33 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 11..55 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..1111

NNoo..44

BBMMSSNNoo..99

ロローースス芯芯面面積積 6666 

ババララのの厚厚ささ 99..99 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 22..00 

BBCCSS 44 

腿腿 BBMMSSNNoo..77

NNoo..55

BBMMSSNNoo..1122

ロローースス芯芯面面積積 8877 

ババララのの厚厚ささ 1100..33 

皮皮下下脂脂肪肪のの厚厚ささ 11..77 

BBCCSS 33 

腿腿 BBMMSSNNoo..1122
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参考 調査牛の体重と DGの推移（個体別） 

測定日 
1 2 3 4 5 平均体重 平均通算 DG 

体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG 体重 期間 DG (kg) (kg/日) 

R5.6.28 210  273  217  240  251  238.2  

R5.7.11 220 0.77 291 1.38 236 1.46 249 0.69 270 1.46 253.2 1.15 

R5.8.16 264 1.22 342 1.42 268 0.89 285 1.00 319 1.36 295.6 1.17 

R5.9.11 294 1.15 379 1.42 292 0.92 303 0.69 344 0.96 322.4 1.12 

R5.10.16 334 1.14 425 1.31 334 1.20 355 1.49 380 1.03 365.6 1.16 

R5.11.20 367 0.94 445 0.57 345 0.31 385 0.86 406 0.74 389.6 1.04 

R5.12.18 392 0.89 483 1.36 377 1.14 421 1.29 438 1.14 422.2 1.06 

R6.1.22 431 1.11 534 1.46 412 1.00 458 1.06 471 0.94 461.2 1.07 

R6.2.20 467 1.24 566 1.10 441 1.00 492 1.17 516 1.55 496.4 1.09 

R6.3.18 491 0.89 600 1.26 470 1.07 532 1.48 536 0.74 525.8 1.09 

R6.4.18 504 0.42 624 0.77 487 0.55 556 0.77 554 0.58 545.0 1.04 

R6.5.20 532 0.88 670 1.44 518 0.97 590 1.06 598 1.38 581.6 1.05 

R6.6.18 552 0.69 704 1.17 552 1.17 606 0.55 612 0.48 605.2 1.03 

R6.7.23 596 1.26 738 0.97 582 0.86 642 1.03 646 0.97 640.8 1.03 

R6.8.19 624 1.04 752 0.52 604 0.81 662 0.74 666 0.74 661.6 1.01 

R6.9.17 646 0.76 784 1.10 630 0.90 690 0.97 688 0.76 687.6 1.01 

R6.10.21 668 0.65 812 0.82 646 0.47 712 0.65 696 0.24 706.8 0.97 

R6.11.18 674 0.21 840 1.00 674 1.00 726 0.50 712 0.57 725.2 0.96 

R6.12.16 696 0.79 860 0.71 694 0.71 748 0.79 726 0.50 744.8 0.94 

R7.1.20 722 0.74 886 0.74 706 0.34 768 0.57 742 0.46 764.8 0.92 
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参考 調査牛の体重と DGの推移（個体別） 
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表1. 供試品種および耕種概要

品種名 RM
播種量
粒/a 株間 備考

★ P2307 125 720 20 全品種共通
KD671 117 650 22 播種法 ：2粒点播1本立て、畝幅70cm
SH5702 118 750 19 基肥 ：化成肥料　N,P,K 各2.0kg/a
P2088 118 720 20 　炭酸苦土石灰　20.0kg/a（令和6年度のみ）
NS118S 118 650 22 土壌処理剤 ：アトラジン・S-メトラクロール水和剤　26ml/a
SH4812 125 650 22 殺虫剤 ：カルタップ水溶剤　6g/10Lで区画全体に散布（令和6年度のみ）
SH2821 125 700 20 鳥獣害、排水対策 ：電気牧柵、盛り土

★印は基準品種

 

飼料作物品種比較試験（４０） 
 

 

北島有華・石川寿美代 

 

 

本試験は岐阜県内における飼料作物の作付け適応性を調査し、県奨励品種選定の基礎資料とするために実施した。

令和 6年度から令和 7年度の 2年間は飼料用トウモロコシ中生（RM117～125）7品種について比較試験を実施した。 

令和 6年度は播種後の降雨により発芽・初期生育が不良で、虫害も確認され、生育・収量が伸びにくい条件であっ

た。一方、令和 7年度は発芽・生育が概ね良好で、乾物収量は令和 6年度より高かった。2か年平均の乾物合計重は、

標準品種 P2307（215.1 kg/a）に対し、SH2821（221.3 kg/a）、SH5702（212.0 kg/a）、P2088（211.3 kg/a）が同程度の

水準を示した。以上より、本試験条件下では P2307に加え、SH2821、SH5702、P2088が県内での栽培に適した候補品

種として有望と考えられた。 

キーワード（飼料作物、品種比較、飼料用トウモロコシ）              

 

 

緒  言 
飼料作物は、利用目的（青刈り、乾草、サイレージ）

や特性の違いにより、多くの品種が流通している。草種

によっては新品種の導入が早く、品種の入れ替わりも激

しいことから、利用する農家が自ら流通品種の能力を比

較検討することは困難である。 

 岐阜県では、県内の栽培に適した品種を流通品種の中

から選定し、県奨励品種選定の基礎資料とするため、昭

和 57年度から当部において品種比較試験を実施してい

る。 

 本報告では令和 6年度から令和 7年度の 2年間に実施

した飼料用トウモロコシ中生7品種の品種比較試験につ

いて、その成績をまとめた。 

 

材料および方法 

1. 試験場所 

酪農研究部（恵那市山岡町久保原）の 9号圃場。 

2. 供試品種および耕種概要 

供試品種および耕種概要を表 1に示した。令和 6年度

から令和 7 年度にかけて、飼料用トウモロコシ中生

（RM117～125）の 7 品種を試験に供した。令和 6年度

の播種前に炭酸苦土石灰を 20.0 kg/a（Ca 4.7 kg/a、Mg 1.9 
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表2. 気象概要
区分 平均気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr） 区分 平均気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr）

年 月 期間 平年 期間 平年 期間 平年 年 月 期間 平年 期間 平年 期間 平年
令和6 1 2.1 0.7 30.5 67.6 150.4 141.7 令和7 1 1.0 0.8 27.0 60.3 169.5 145.3

2 4.4 1.9 140.0 72.0 152.6 155.9 2 -0.4 1.8 48.5 72.6 156.6 158.5
3 4.7 6.2 185.5 141.2 189.4 191.5 3 6.6 6.4 122.5 139.9 174.5 191.2
4 14.1 11.3 164.5 177.7 175.3 189.2 4 11.9 11.4 111.5 169.4 206.9 195.5
5 16.1 16.0 249.5 194.3 199.5 211.7 5 16.3 16.0 145.0 200.4 159.1 202.8
6 19.8 19.0 290.0 204.4 180.1 164.2 6 21.3 19.4 264.0 215.5 185.6 167.8
7 24.9 23.1 241.0 288.1 189.4 194.9 7 25.1 23.4 312.0 300.0 261.0 203.8
8 25.9 24.4 172.5 222.6 226.0 189.6 8 25.9 24.7 217.0 224.1 259.9 197.2
9 24.0 21.1 184.0 195.4 201.6 154.9 9 23.1 21.5 214.5 200.8 175.1 156.5
10 18.1 15.1 208.5 146.3 133.0 168.6 10 16.5 15.4 137.5 151.8 113.1 156.2
11 10.5 9.6 113.5 88.7 143.9 155.0 11 8.6 9.4 36.5 75.1 174.0 162.0
12 2.2 3.3 8.5 71.1 125.6 132.4 12 4.5 3.3 61.0 71.8 165.0 136.6

4～8月の平均または総計 20.2 18.8 1117.5 1087.1 970.3 949.5 5～8月の平均または総計 22.1 20.9 938.0 940.0 865.6 771.6
年間平均または総計 13.9 12.6 1988.0 1869.4 2066.8 2049.5 年間平均または総計 13.4 12.8 1697.0 1881.9 2200.3 2073.3

平年値は期間月を含めた過去10年間の平均値を示した。
降水量および日照時間は岐阜地方気象台恵那の観測値を使用した。

kg/a）施用し、耕起した。また、両年度とも基肥として

化成肥料（14-14-14）を 14.3 kg/a（N、P、K 各 2.0 kg/a）

施用した。区画作製前に耕起し、令和 6 年 4 月 18 日お

よび令和 7 年 4 月 30 日に区画を作製した。排水対策と

して盛り土を行った。播種日は令和 6 年 4 月 25 日およ

び令和 7 年 5 月 1 日とし、鳥獣害対策として播種同日に

電気牧柵を設置した。雑草防除として、播種直後に土壌

処理剤（アトラジン・S-メトラクロール水和剤）を施用

した。播種は 2 粒点播とし、5～7 葉期に間引いて 1 本立

てとした。 

令和6年度は播種後の発芽および初期生育が不良であ

ったため、欠株が生じた場合には、5～7 葉期の間引き時

に余剰株を用いて移植し、調査部（区画中央部）の株数

を確保した。さらに、区画周縁部の調査区外については

欠株の補植を目的として、6 月 4 日に再播種を実施した。

なお、再播種した個体は調査対象外とした。令和 6 年度

はアワヨトウによる食害を確認したため、同年 5 月 28

日および 6 月 10 日にカルタップ水溶剤を施用した。 

3. 試験区 

すべての品種において 1 区画 10 m²（2.5 m×4 m）と

し、乱塊法（RCBD）により 3 反復（3 ブロック）で配

置して調査した。 

4. 調査項目 

調査項目は飼料作物系統適応性検定試験実施要領（改

訂 5 版）1）に準じて、調査を実施した。 

5. 土壌分析 

土壌分析は各年度の試験終了後に実施した。圃場内の

複数箇所から採土し、混合した試料を外部機関に依頼し

て分析した。 

診断は関東東海地域飼料畑土壌診断基準作成検討会

報告書 2）記載の基準値に基づいて行った。 

6. 統計解析 

年度別に全調査項目で品種およびブロックを要因と

する分散分析を行った。2 か年成績は，稈長、着雌穂高、

稈径、乾物雌穂重、乾物茎葉重、乾物合計重の 6 項目に

ついて、品種、年度、品種×年度およびブロック（年度

に入れ子）を要因とする分散分析を行った。いずれの解

析も品種効果が有意な場合に、Tukey 法により品種間の

多重比較を行った。解析は R（ver.4.3.3）3）で実施し，

有意水準は 5%（p < 0.05）とした。 

 

結果および考察 
1. 気象概要 

令和 6 年 1 月から令和 7 年 12 月の気象概要を表 2 に

示した。平年値は、対象月を含む過去 10 年間の平均（降

水量・日照時間は合計）を用いた。 

令和 6 年度調査の栽培期間（令和 6 年 4～8 月）の平

均気温は 20.2℃で、平年より高く推移し、対平年 107.4％

であった。降水量は 5 月および 6 月で平年を上回り、発

芽および初期生育への影響が示唆された。一方、その他
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表2. 気象概要
区分 平均気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr） 区分 平均気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr）

年 月 期間 平年 期間 平年 期間 平年 年 月 期間 平年 期間 平年 期間 平年
令和6 1 2.1 0.7 30.5 67.6 150.4 141.7 令和7 1 1.0 0.8 27.0 60.3 169.5 145.3

2 4.4 1.9 140.0 72.0 152.6 155.9 2 -0.4 1.8 48.5 72.6 156.6 158.5
3 4.7 6.2 185.5 141.2 189.4 191.5 3 6.6 6.4 122.5 139.9 174.5 191.2
4 14.1 11.3 164.5 177.7 175.3 189.2 4 11.9 11.4 111.5 169.4 206.9 195.5
5 16.1 16.0 249.5 194.3 199.5 211.7 5 16.3 16.0 145.0 200.4 159.1 202.8
6 19.8 19.0 290.0 204.4 180.1 164.2 6 21.3 19.4 264.0 215.5 185.6 167.8
7 24.9 23.1 241.0 288.1 189.4 194.9 7 25.1 23.4 312.0 300.0 261.0 203.8
8 25.9 24.4 172.5 222.6 226.0 189.6 8 25.9 24.7 217.0 224.1 259.9 197.2
9 24.0 21.1 184.0 195.4 201.6 154.9 9 23.1 21.5 214.5 200.8 175.1 156.5
10 18.1 15.1 208.5 146.3 133.0 168.6 10 16.5 15.4 137.5 151.8 113.1 156.2
11 10.5 9.6 113.5 88.7 143.9 155.0 11 8.6 9.4 36.5 75.1 174.0 162.0
12 2.2 3.3 8.5 71.1 125.6 132.4 12 4.5 3.3 61.0 71.8 165.0 136.6

4～8月の平均または総計 20.2 18.8 1117.5 1087.1 970.3 949.5 5～8月の平均または総計 22.1 20.9 938.0 940.0 865.6 771.6
年間平均または総計 13.9 12.6 1988.0 1869.4 2066.8 2049.5 年間平均または総計 13.4 12.8 1697.0 1881.9 2200.3 2073.3

平年値は期間月を含めた過去10年間の平均値を示した。
降水量および日照時間は岐阜地方気象台恵那の観測値を使用した。

kg/a）施用し、耕起した。また、両年度とも基肥として

化成肥料（14-14-14）を 14.3 kg/a（N、P、K 各 2.0 kg/a）

施用した。区画作製前に耕起し、令和 6 年 4 月 18 日お

よび令和 7 年 4 月 30 日に区画を作製した。排水対策と

して盛り土を行った。播種日は令和 6 年 4 月 25 日およ

び令和 7 年 5 月 1 日とし、鳥獣害対策として播種同日に

電気牧柵を設置した。雑草防除として、播種直後に土壌

処理剤（アトラジン・S-メトラクロール水和剤）を施用

した。播種は 2 粒点播とし、5～7 葉期に間引いて 1 本立

てとした。 

令和6年度は播種後の発芽および初期生育が不良であ

ったため、欠株が生じた場合には、5～7 葉期の間引き時

に余剰株を用いて移植し、調査部（区画中央部）の株数

を確保した。さらに、区画周縁部の調査区外については

欠株の補植を目的として、6 月 4 日に再播種を実施した。

なお、再播種した個体は調査対象外とした。令和 6 年度

はアワヨトウによる食害を確認したため、同年 5 月 28

日および 6 月 10 日にカルタップ水溶剤を施用した。 

3. 試験区 

すべての品種において 1 区画 10 m²（2.5 m×4 m）と

し、乱塊法（RCBD）により 3 反復（3 ブロック）で配

置して調査した。 

4. 調査項目 

調査項目は飼料作物系統適応性検定試験実施要領（改

訂 5 版）1）に準じて、調査を実施した。 

5. 土壌分析 

土壌分析は各年度の試験終了後に実施した。圃場内の

複数箇所から採土し、混合した試料を外部機関に依頼し

て分析した。 

診断は関東東海地域飼料畑土壌診断基準作成検討会

報告書 2）記載の基準値に基づいて行った。 

6. 統計解析 

年度別に全調査項目で品種およびブロックを要因と

する分散分析を行った。2 か年成績は，稈長、着雌穂高、

稈径、乾物雌穂重、乾物茎葉重、乾物合計重の 6 項目に

ついて、品種、年度、品種×年度およびブロック（年度

に入れ子）を要因とする分散分析を行った。いずれの解

析も品種効果が有意な場合に、Tukey 法により品種間の

多重比較を行った。解析は R（ver.4.3.3）3）で実施し，

有意水準は 5%（p < 0.05）とした。 

 

結果および考察 
1. 気象概要 

令和 6 年 1 月から令和 7 年 12 月の気象概要を表 2 に

示した。平年値は、対象月を含む過去 10 年間の平均（降

水量・日照時間は合計）を用いた。 

令和 6 年度調査の栽培期間（令和 6 年 4～8 月）の平

均気温は 20.2℃で、平年より高く推移し、対平年 107.4％

であった。降水量は 5 月および 6 月で平年を上回り、発

芽および初期生育への影響が示唆された。一方、その他
表3.試験終了後の土壌成分値

区分 令和６年度 令和７年度 診断基準値 
pH 5.8 5.1 6.0～6.5

交換性陽イオン（mg/100g）
CaO 194 139 170～340
MgO 27 21 20～60
K2O 13 18 15～30

ミネラルバランス
Ca/Mg 5 5 4～8
Mg/K 5 3 2～8

有効態リン酸（mg/100g） 59 73 10～30
陽イオン交換容量（meq/100g） 13 13 12以上

塩基飽和度 67 47 70～90
（注）診断基準値は関東東海地域飼料畑土壌診断基準作成検討会報告書より引用

の月は平年を下回り、栽培期間合計は対平年 102.3％で

あった。日照時間は 4、5、7月で平年を下回ったものの、

6、8月で上回り、栽培期間合計は対平年 102.2％であっ

た。 

令和 7年度調査の栽培期間（令和 7年 5～8月）の平

均気温は 22.1℃で、平年より高く推移し、対平年 105.7％

であった。降水量は 5月で平年を下回り、6月で上回っ

たが、7～8月は概ね平年並みで、栽培期間合計は対平年

99.8％であった。日照時間は 5月で平年を下回った一方、

6～8月で上回り、栽培期間合計は対平年 112.2％であっ

た。 

2. 土壌の理化学的性質 

土壌成分値を表 3に示した。土壌は収穫後に採取して

分析した。pHは令和 6年度で 5.8、令和７年度で 5.1と

低下し、診断基準値（6.0～6.5）を下回った。交換性 CaO

は令和 6年度で 194 mg/100g、令和７年度で 139 mg/100g

と基準（170～340）の下限付近～下回り、塩基飽和度も

令和 6年度で 67、令和７年度で 47と基準（70～90）を

下回った。一方、有効態リン酸は令和6年度で59 mg/100g、

令和７年度で 73 mg/100g と基準（10～30）を大きく上

回り、リン酸の土壌蓄積が示唆された。以上より、今後

も飼料畑として継続利用するためには、pH および交換

性陽イオンの改善を目的とした土壌改良資材の投入、リ

ン酸施肥量の見直しが必要と考えられた。 

3. 生育・収量調査結果 

（1）各年度の成績について 

生育調査結果を表 4、収量調査結果を表 5に示した。 

1）令和 6年度 

播種後の降雨により、発芽および初期生育が不良とな

り、さらに虫害も確認されたことから、生育・収量が全

体的に伸びにくい年であった。発芽良否の全品種平均は

4.7、初期生育は 7.3であり、稈長は 220.3cm、着雌穂高

は 85.6cmであった。 

収量に関しては、乾物雌穂重の全品種平均は 93.4kg/a、

乾物茎葉重は 98.9kg/a、乾物合計重は 192.3kg/aであった。

品種別の乾物合計重は基準品種である P2307 が

215.9kg/aと多収であり、次いで、SH5702（215.4kg/a）、

SH2821（207.3kg/a）、Ｐ2088（206.7kg/a）と続き、Ｐ2307

と同程度の収量であった。一方、KD671（180.4kg/a）、

SH4812（177.1 kg/a）、NS118S（143.2 kg/a）は、Ｐ2307

と比較し低かった。TDN 収量でも概ね同様の傾向であ

った 

2）令和 7年度 

発芽良否の全品種平均は 8.7、初期生育は 8.1であり、

稈長は 280.1cm、着雌穂高は 124.5cmであり、令和 6年

度に比べて生育良好であった。しかし、稈径については

令和 7 年度平均は 20.8mmと、令和 6 年度平均 22.6mm

と比較して小さかった。 

収量については令和 6年度と比べ全体的に高く、乾物

雌穂重の全品種平均は 104.9kg/a、乾物茎葉重は 105.7kg/a、

乾物合計重は 210.6kg/a であった。特に乾物雌穂重が令

和 6年度より大きく、有効雌穂割合が高いことが一因と

して考えられた。品種別の乾物合計重は SH2821 が

235.3kg/aと最も大きく、P2088（216.0 kg/a）、P2307（214.2 

kg/a）、SH4812（210.3 kg/a）、SH5702（208.5 kg/a）、

KD671（206.4kg/a）と続いた。NS118Sは 183.2 kg/aで、

令和 6 年度と同様に低収であった。TDN 収量も概ね同

様の傾向であった。 

（2）複数年度の成績について 

品種の傾向を総合的に評価する目的で2か年成績を整

理した。なお、品種×年度の有意な交互作用は認められ

ず、品種間の傾向は概ね両年度で共通していた。２か年

平均の成績を表 6に示した。 

乾物茎葉重については、P2307が 123.0 kg/aと最も多

収であり、NS118S（84.7 kg/a）との間に有意差が認めら

―  37  ―



表4. 生育調査結果
年度 品種名 発芽良否 初期生育 雄穂開花日数 絹糸抽出日数 稈長 着雌穂高 稈径 倒伏 病害 虫害

1-9 1-9 日 日 cm cm mm ％ 1-9 ％
令和6 ★ P2307 5.7a 8.7 87.0a 90.0a 234.0 104.2 23.5 0.0 2.3ab 2.5

KD671 3.7b 7.3 83.0b 86.3ab 214.9 71.2 22.3 0.0 1.0a 4.6
SH5702 5.7a 7.7 83.0b 83.0b 218.1 88.1 22.8 0.0 1.0a 0.0
P2088 5.3ab 6.7 83.7b 87.3ab 225.1 82.6 21.4 0.8 1.3a 4.2
NS118S 4.3ab 8.0 83.0b 87.0ab 201.4 78.2 22.4 0.0 1.7ab 5.6
SH4812 4.0ab 5.7 83.0b 89.0a 226.8 81.0 22.1 0.0 4.3b 2.8
SH2821 4.3ab 7.3 85.0ab 89.0a 221.6 93.5 23.6 0.8 1.0a 0.8
平均 4.7 7.3 84.0 87.4 220.3 85.6 22.6 0.2 1.8 2.9

令和7 ★ P2307 9.0a 7.7 82.0a 82.0a 298.4ab 146.3a 21.1ab 0.0 1.7 0.0
KD671 8.7ab 8.7 71.0b 74.0b 272.5ac 117.0bc 20.5ab 0.9 1.7 0.0
SH5702 9.0a 7.7 74.0c 74.0b 262.3c 116.4bc 19.6b 0.8 1.0 0.0
P2088 9.0a 8.3 74.0c 74.0b 272.5ac 103.6c 20.0b 0.0 1.0 0.8
NS118S 7.7b 7.3 74.0c 74.0b 270.1c 120.5ac 21.1ab 0.0 1.0 0.0
SH4812 8.7ab 8.3 74.0c 75.0c 306.4b 135.1ab 20.1b 0.9 1.7 0.0
SH2821 8.7ab 8.7 75.0d 82.0a 278.5ac 132.3ac 23.0a 1.7 1.0 0.0
平均 8.7 8.1 74.9 76.4 280.1 124.5 20.8 0.6 1.3 0.1

（注）★印は基準品種
　　　発芽良否および初期生育は極良を9、中を5、極不良を1とする評点法
　　　病害は無を1、甚を9とする評点法
　　　同年度同列の異符号間に有意差あり（p＜0.05）

表5. 収量調査結果
現物 乾物

年度 品種名 収穫日 収穫日数 収穫時熟度 雌穂重 茎葉重 合計重 有効雌穂割合 雌穂重 茎葉重 合計重 DCP収量 TDN収量
月日 日 kg/a kg/a kg/a ％ kg/a kg/a kg/a kg/a kg/a

令和6 ★ P2307 8月21日 118.0a 黄熟初期 192.9 452.9 645.7 96.8a 98.0 117.9 215.9 12.2 151.9
KD671 8月14日 111.0b 黄熟初期 180.4 357.0 537.4 73.3b 86.4 94.0 180.4 10.3 128.2
SH5702 8月14日 111.3b 黄熟初期 209.4 468.1 677.5 84.2ab 101.0 114.3 215.4 12.2 152.4
P2088 8月16日 113.0c 黄熟初期 215.7 382.9 598.6 93.7ab 109.3 97.3 206.7 12.0 149.6
NS118S 8月15日 112.0d 黄熟初期 139.3 297.4 436.7 88.0ab 68.7 74.5 143.2 8.2 101.8
SH4812 8月21日 118.0a 黄熟中期 175.3 319.3 494.6 100.0a 81.8 95.3 177.1 10.0 125.0
SH2821 8月19日 116.0e 黄熟初期 218.6 414.8 633.3 95.6ab 108.3 99.0 207.3 12.0 149.7
平均 114.2 190.2 384.6 574.8 90.2 93.4 98.9 192.3 11.0 136.9

令和7 ★ P2307 8月22日 113.0a 黄熟初期 176.7 485.2 661.9 97.5 86.0 128.1 214.2 11.9 147.7
KD671 8月20日 111.0b 黄熟中期 198.0 455.6 653.6 98.8 106.8 99.6 206.4 11.9 148.8
SH5702 8月22日 113.0a 黄熟中期 212.0 428.5 640.5 99.2 110.3 98.2 208.5 12.1 150.9
P2088 8月20日 111.0b 黄熟中期 227.6 409.0 636.7 98.8 118.1 97.9 216.0 12.6 157.4
NS118S 8月20日 111.0b 黄熟中期 180.9 418.7 599.6 98.3 88.2 94.9 183.2 10.5 130.2
SH4812 8月22日 113.0a 黄熟中期 195.4 391.3 586.7 98.2 102.7 107.6 210.3 12.0 149.9
SH2821 8月22日 113.0a 黄熟中期 237.6 534.8 772.4 95.7 122.1 113.2 235.3 13.6 169.6
平均 112.1 204.0 446.2 650.2 98.1 104.9 105.7 210.6 12.1 150.7

（注）★印は基準品種
　　　同年度同列の異符号間に有意差あり（p＜0.05）

れた。 

乾物合計重は、P2307が 215.1 kg/aであった。これに

対し、SH2821（221.3 kg/a）、SH5702（212.0 kg/a）、P2088

（211.3 kg/a）で、P2307と遜色ない成績を示した。一方、

KD671（193.4 kg/a）、SH4812（193.7 kg/a）、NS118S（163.2 

kg/a）は低く、特に NS118Sは 2か年を通じて低収であ

った。以上より、本試験条件下では、標準品種 P2307に

加えて SH2821、SH5702、P2088 が県内での栽培に適し

た候補品種として有望である可能性が示された。 
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表4. 生育調査結果
年度 品種名 発芽良否 初期生育 雄穂開花日数 絹糸抽出日数 稈長 着雌穂高 稈径 倒伏 病害 虫害

1-9 1-9 日 日 cm cm mm ％ 1-9 ％
令和6 ★ P2307 5.7a 8.7 87.0a 90.0a 234.0 104.2 23.5 0.0 2.3ab 2.5

KD671 3.7b 7.3 83.0b 86.3ab 214.9 71.2 22.3 0.0 1.0a 4.6
SH5702 5.7a 7.7 83.0b 83.0b 218.1 88.1 22.8 0.0 1.0a 0.0
P2088 5.3ab 6.7 83.7b 87.3ab 225.1 82.6 21.4 0.8 1.3a 4.2
NS118S 4.3ab 8.0 83.0b 87.0ab 201.4 78.2 22.4 0.0 1.7ab 5.6
SH4812 4.0ab 5.7 83.0b 89.0a 226.8 81.0 22.1 0.0 4.3b 2.8
SH2821 4.3ab 7.3 85.0ab 89.0a 221.6 93.5 23.6 0.8 1.0a 0.8
平均 4.7 7.3 84.0 87.4 220.3 85.6 22.6 0.2 1.8 2.9

令和7 ★ P2307 9.0a 7.7 82.0a 82.0a 298.4ab 146.3a 21.1ab 0.0 1.7 0.0
KD671 8.7ab 8.7 71.0b 74.0b 272.5ac 117.0bc 20.5ab 0.9 1.7 0.0
SH5702 9.0a 7.7 74.0c 74.0b 262.3c 116.4bc 19.6b 0.8 1.0 0.0
P2088 9.0a 8.3 74.0c 74.0b 272.5ac 103.6c 20.0b 0.0 1.0 0.8
NS118S 7.7b 7.3 74.0c 74.0b 270.1c 120.5ac 21.1ab 0.0 1.0 0.0
SH4812 8.7ab 8.3 74.0c 75.0c 306.4b 135.1ab 20.1b 0.9 1.7 0.0
SH2821 8.7ab 8.7 75.0d 82.0a 278.5ac 132.3ac 23.0a 1.7 1.0 0.0
平均 8.7 8.1 74.9 76.4 280.1 124.5 20.8 0.6 1.3 0.1

（注）★印は基準品種
　　　発芽良否および初期生育は極良を9、中を5、極不良を1とする評点法
　　　病害は無を1、甚を9とする評点法
　　　同年度同列の異符号間に有意差あり（p＜0.05）

表5. 収量調査結果
現物 乾物

年度 品種名 収穫日 収穫日数 収穫時熟度 雌穂重 茎葉重 合計重 有効雌穂割合 雌穂重 茎葉重 合計重 DCP収量 TDN収量
月日 日 kg/a kg/a kg/a ％ kg/a kg/a kg/a kg/a kg/a

令和6 ★ P2307 8月21日 118.0a 黄熟初期 192.9 452.9 645.7 96.8a 98.0 117.9 215.9 12.2 151.9
KD671 8月14日 111.0b 黄熟初期 180.4 357.0 537.4 73.3b 86.4 94.0 180.4 10.3 128.2
SH5702 8月14日 111.3b 黄熟初期 209.4 468.1 677.5 84.2ab 101.0 114.3 215.4 12.2 152.4
P2088 8月16日 113.0c 黄熟初期 215.7 382.9 598.6 93.7ab 109.3 97.3 206.7 12.0 149.6
NS118S 8月15日 112.0d 黄熟初期 139.3 297.4 436.7 88.0ab 68.7 74.5 143.2 8.2 101.8
SH4812 8月21日 118.0a 黄熟中期 175.3 319.3 494.6 100.0a 81.8 95.3 177.1 10.0 125.0
SH2821 8月19日 116.0e 黄熟初期 218.6 414.8 633.3 95.6ab 108.3 99.0 207.3 12.0 149.7
平均 114.2 190.2 384.6 574.8 90.2 93.4 98.9 192.3 11.0 136.9

令和7 ★ P2307 8月22日 113.0a 黄熟初期 176.7 485.2 661.9 97.5 86.0 128.1 214.2 11.9 147.7
KD671 8月20日 111.0b 黄熟中期 198.0 455.6 653.6 98.8 106.8 99.6 206.4 11.9 148.8
SH5702 8月22日 113.0a 黄熟中期 212.0 428.5 640.5 99.2 110.3 98.2 208.5 12.1 150.9
P2088 8月20日 111.0b 黄熟中期 227.6 409.0 636.7 98.8 118.1 97.9 216.0 12.6 157.4
NS118S 8月20日 111.0b 黄熟中期 180.9 418.7 599.6 98.3 88.2 94.9 183.2 10.5 130.2
SH4812 8月22日 113.0a 黄熟中期 195.4 391.3 586.7 98.2 102.7 107.6 210.3 12.0 149.9
SH2821 8月22日 113.0a 黄熟中期 237.6 534.8 772.4 95.7 122.1 113.2 235.3 13.6 169.6
平均 112.1 204.0 446.2 650.2 98.1 104.9 105.7 210.6 12.1 150.7

（注）★印は基準品種
　　　同年度同列の異符号間に有意差あり（p＜0.05）

れた。 

乾物合計重は、P2307が 215.1 kg/aであった。これに

対し、SH2821（221.3 kg/a）、SH5702（212.0 kg/a）、P2088

（211.3 kg/a）で、P2307と遜色ない成績を示した。一方、

KD671（193.4 kg/a）、SH4812（193.7 kg/a）、NS118S（163.2 

kg/a）は低く、特に NS118Sは 2か年を通じて低収であ

った。以上より、本試験条件下では、標準品種 P2307に

加えて SH2821、SH5702、P2088 が県内での栽培に適し

た候補品種として有望である可能性が示された。 

表6. トウモロコシ品種間の2か年成績の比較（平均±標準偏差）
乾物

品種名 稈長 着雌穂高 稈径 雌穂重 茎葉重 合計重
cm cm mm kg/a kg/a kg/a

★ P2307 266.2 ± 37.7 125.2 ± 26.2a 22.3 ± 1.9 92.0 ± 12.7 123.0 ± 12.7a 215.1 ± 21.7
KD671 243.7 ± 33.8 94.1 ± 27.3b 21.4 ± 1.4 96.6 ± 19.3 96.8 ± 8.5ab 193.4 ± 24.4
SH5702 240.2 ± 32.6 102.3 ± 20.6ab 21.2 ± 2.5 105.7 ± 18.0 106.3 ± 24.4ab 212.0 ± 39.3
P2088 248.8 ± 30.8 93.1 ± 16.8ab 20.7 ± 1.5 113.7 ± 17.0 97.6 ± 13.5ab 211.3 ± 29.2
NS118S 235.8 ± 39.5 99.4 ± 25.2ab 21.7 ± 2.1 78.5 ± 14.9 84.7 ± 18.6b 163.2 ± 32.9
SH4812 266.6 ± 44.1 108.1 ± 30.8ab 21.1 ± 1.3 92.2 ± 22.9 101.5 ± 12.2ab 193.7 ± 34.6
SH2821 250.1 ± 33.7 112.9 ± 22.7ab 23.3 ± 1.6 115.2 ± 18.0 106.1 ± 12.6ab 221.3 ± 29.0

（注）★印は基準品種
　　　同列の異符号間に有意差あり（p＜0.05）
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